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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　末端の少なくとも１つにチオール基を有するウレタンポリマー（Ａ）と、α，β－不飽
和二重結合基含有化合物（Ｂ）とを必須成分とし、
　前記ウレタンポリマー（Ａ）が、末端にイソシアネート基を有するウレタンプレポリマ
ー（Ｃ）にチオール基とアミノ基とを有する化合物（Ｄ）を反応させてなることを特徴と
する活性エネルギー線重合性接着剤組成物。
【請求項２】
　ウレタンプレポリマー（Ｃ）が、ウレア結合を含むウレタンウレアプレポリマー（Ｃ－
１）である請求項１記載の活性エネルギー線重合性接着剤組成物。
【請求項３】
　ウレタンポリマー（Ａ）の重量平均分子量が、５０００以上であることを特徴とする請
求項１または２記載の活性エネルギー線重合性接着剤組成物。
【請求項４】
　基材（Ｅ）と、請求項１～３いずれか記載の活性エネルギー線重合性接着剤組成物を含
んでなる接着剤層とを有する積層体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には、接着剤の分野に関し、詳細には、チオール基を有するウレタン
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ポリマーをベースとする活性エネルギー線硬化可能な接着剤、感圧式接着剤およびその接
着剤を使用した積層体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　接着剤は、様々なマーキング、保持、保護、シーリングおよびマスキングの目的に使用
されてきた。接着テープには、一般に、基材と接着剤とが含まれている。接着剤の一つの
タイプである感圧式接着剤は、乾燥工程不要で貼付直後に性能を発揮し、作業環境におい
て有機溶剤などの人体に有害な揮発成分を含まないことなどの特徴を有し、多くの用途に
対して使用されている。
　感圧式接着剤は含有する溶媒成分で分類すると、有機溶剤を使用する溶剤型。水を使用
する水溶解型および水分散型。溶剤を使用しない無溶剤型が存在するが、中でも近年は環
境調和、省エネルギーの観点から溶媒乾燥が不要で、有機溶剤を使用しない無溶剤型の活
性エネルギー線硬化型の感圧式接着剤が注目されている。
　無溶剤型の活性エネルギー線硬化型の感圧式接着剤では、溶剤型などと比較して低粘度
な低分子量化合物を使用するため、その硬化塗膜は硬いが、柔軟性がなく脆くなりやすい
。このためアクリルポリマーに特定のアクリル系のモノマーを添加することで強度と接着
性に優れ、かつ、硬化した後の柔軟性が高い感圧式接着剤組成物が示されている（特許文
献１）。また、アクリル系ではなくウレタンポリマーを用いて、その末端にラジカル重合
開始剤基を付与することで分岐構造を少なくし、強靭で柔軟な塗膜が得られることが示さ
れている（特許文献２）。しかし、これらの接着剤塗膜は依然、強度と柔軟性が十分でな
いという課題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－０４１０３４号公報
【特許文献２】特開２００８－１８９８４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記課題を鑑み、高い強度と柔軟性を有し、各種基材、被着体への接着性と保
持性に優れた活性エネルギー線硬化型の接着剤及び感圧式接着剤を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　すなわち、本願発明は、末端の少なくとも１つにチオール基を有するウレタンポリマー
（Ａ）と、α，β－不飽和二重結合基含有化合物（Ｂ）とを必須成分とする活性エネルギ
ー線重合性接着剤組成物に関する。
【０００６】
　また、本願発明は、ウレタンポリマー（Ａ）が、末端にイソシアネート基を有するウレ
タンプレポリマー（Ｃ）にチオール基とアミノ基とを有する化合物（Ｄ）を反応させてな
ることを特徴とする上記活性エネルギー線重合性接着剤組成物に関する。
【０００７】
　また、本願発明は、ウレタンプレポリマー（Ｃ）が、ウレア結合を含むことウレタンウ
レアプレポリマー（Ｃ－１）である上記活性エネルギー線重合性接着剤組成物に関する。
【０００８】
　また、本願発明は、ウレタンポリマー（Ａ）の重量平均分子量が、５０００以上である
ことを特徴とする上記活性エネルギー線重合性接着剤組成物に関する。
【０００９】
　また、本願発明は、基材（Ｅ）と、上記活性エネルギー線重合性接着剤組成物を含んで
なる接着剤層とを有する積層体に関する。
【発明の効果】
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【００１０】
　本発明により、各種基材や被着体に対して高い接着性を有し、高温又は高温高湿条件下
においても剥がれにくい活性エネルギー線重合性接着剤組成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
＜＜活性エネルギー線重合性接着剤組成物の説明＞＞
【００１２】
　まず本発明の活性エネルギー線重合性接着剤組成物について説明する。本発明の活性エ
ネルギー線重合性接着剤組成物は末端の少なくとも１つにチオール基を有するウレタンポ
リマー（Ａ）と少なくとも１つ以上のα、β－不飽和二重結合基含有化合物（Ｂ）を必須
成分とする。化合物（Ｂ）が過剰に存在する場合は、チオール基はラジカル重合において
連鎖移動剤として作用することから、活性エネルギー線により化合物（Ｂ）が重合する際
に発生ラジカルが末端チオールに移動し、ウレタンポリマー（Ａ）の末端からの重合や化
合物（Ｂ）のみの重合が起こると予想される。化合物（Ｂ）が少量の場合は、エン－チオ
ール反応によるチオール基の化合物（Ｂ）の不飽和二重結合基への付加などが起こると予
想される。どの反応が優勢に進行するかは各成分の種類、比率や条件などにより変化する
が、末端が不飽和二重結合であるウレタンポリマーと比較すると、例えば化合物（Ｂ）が
２つの不飽和二重結合基含有化合物である場合にはエンーチオール反応が部分的に起こる
ことでリニアな構造をもったポリマーが形成することで塗膜に強靭さが付与できる。
【００１３】
＜＜ウレタンポリマー（Ａ）の説明＞＞
　次にウレタンポリマー（Ａ）について説明する。本発明のウレタンポリマー（Ａ）は末
端にチオール基を有するウレタンポリマーである。上述のように末端にチオール基を有す
ることで組成物の硬化膜に強度と柔軟性が付与される。ウレタンポリマー（Ａ）は、ジオ
ールとジイソシアネートのみから反応した場合は、末端は２つであるが、３官能以上のポ
リオールもしくはポリイソシアネートを含む場合など、鎖の分岐の数に応じて、ウレタン
ポリマー（Ａ）の有する末端の数は増大する。チオール基はこれら末端の全てもしくは一
部に付加していればよく、ウレタンポリマー（Ａ）末端の数の０．１％～１００％である
ことが好ましい。より好ましくは１０％～９０％である。末端すべてがチオール基の場合
は硬化後に強固な塗膜となる。チオール基が末端の０．１％未満であると十分に反応でき
ず塗膜の強度が不足する場合がある。
【００１４】
＜＜ウレタンポリマー（Ａ）の合成方法＞＞
　ウレタンポリマー（Ａ）得るための方法は特に制限されることはないが、例えば以下の
方法で合成することが出来る。
１）末端にイソシアネート基を有するウレタンプレポリマー（Ｃ）に対して、チオール基
以外の１つ以上のイソシアネート基と反応する反応性基を有し、且つ１つ以上のチオール
基を有する化合物（ｃ－１）を付加させる。
２）末端にイソシアネート基を有するウレタンプレポリマー（Ｃ）に対して、２つ以上の
チオール基を含有する化合物（ｃ－２）を付加させる。ただし（ｃ－２）は（ｃ－１）の
化合物を含まないものとする。
　なお、化合物（ｃ－１）もしくは化合物（ｃ－２）は、イソシアネート基と反応する反
応性基を２つ以上有しているので、化合物（ｃ－１）もしくは化合物（ｃ－２）の一部は
、ウレタンポリマー（Ａ）の内部に取り込まれる。しかし、イソシアネート基と反応する
反応性基が１つしか反応しなかった場合、そこが末端となり、末端の少なくとも１つにチ
オール基を有するウレタンポリマー（Ａ）となる。末端にイソシアネート基を有するウレ
タンプレポリマー（Ｃ）が、化合物（ｃ－１）もしくは化合物（ｃ－２）よりある程度過
剰にあったとしても、末端の少なくとも１つにチオール基を有するウレタンポリマー（Ａ
）が合成される。
【００１５】
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＜＜（ｃ－１）の説明＞＞
　１つ以上のチオール基以外のイソシアネート基と反応する反応性基を有し、且つ１つ以
上のチオール基を有する化合物（ｃ－１）としては、例えば、
（分子内に１つの水酸基と１つのチオール基とを有する化合物）
　分子内に１つの水酸基と１つのチオール基とを有する化合物として、例えば、メルカプ
トメタノール、２－メルカプトエタノール、３－メルカプト－１－プロパノール、１－メ
ルカプト－２－ブタノール、２－メルカプト－３－ブタノールなどが挙げられる。
【００１６】
（分子内に１つの水酸基と２つのチオール基とを有する化合物）
　１，２－ジメルカプト－３－プロパノール、１，３－ジメルカプト－２－プロパノール
、２，３－ジメルカプト－１－ブタノール、２，４－ジメルカプト－１－ブタノール、３
，４－ジメルカプト－１－ブタノール、１，３－ジメルカプト－２－ブタノール、１，４
－ジメルカプト－２－ブタノール、３，４－ジメルカプト－２－ブタノール、トリメチロ
ールプロパンジメルカプトアセテートなどが挙げられる。
【００１７】
（分子内に１つの水酸基と３つ以上のチオール基とを有する化合物）
　トリメルカプトペンタエリスリトール《３－メルカプト－２，２－ビス（メルカプトメ
チル）プロパン－１－オール；ＣＡＳ：５００２８３－１２－５》、ペンタエリトリトー
ルトリス（３－メルカプトアセタート）、ジペンタエリトリトールペンタキス（３－メル
カプトプロピオナート）などが挙げられる。
【００１８】
（分子内に２つの水酸基と１つのチオール基とを有する化合物）
　１－メルカプト－１，１－メタンジオール、１－メルカプト－１，１－エタンジオール
、３－メルカプト－１，２－プロパンジオール《チオグリセリン》、２－メルカプト－１
，２－プロパンジオール、２－メルカプト－２－メチル－１，３－プロパンジオール、２
－メルカプト－２－エチル－１，３－プロパンジオール、１－メルカプト－２，２－プロ
パンジオール、２－メルカプトエチル－２－メチル－１，３－プロパンジオール、２－メ
ルカプトエチル－２－エチル－１，３－プロパンジオールなどが挙げられる。
【００１９】
（分子内に２つの水酸基と２つのチオール基とを有する化合物）
　１，２－ジメルカプト－１，２－エタンジオール、ジメルカプトペンタエリスリトール
《１，３－プロパンジオール，２，２－ビス（メルカプトメチル）；ＣＡＳ：１９３３３
－６６－５》、１，４－ジメルカプトブタン－２，３－ジオール、２，３－ジメルカプト
－１，４－ブタンジオール、３，４－ジメルカプトブタン－１，２－ジオール、３－（２
，３－ジメルカプトプロポキシ）プロパン－１，２－ジオール、２－（２，３－ジメルカ
プトプロポキシ）プロパン－１，３－ジオール、ジメルカプトジトリメチロールエタン、
ジメルカプトジトリメチロールプロパン《２－（（３－ヒドロキシ－２－メルカプトメチ
ル－２－（メチル）プロポキシ）メチル）－３－メルカプト－２－（メチル）プロパン－
１－オール》、１，２－ジメルカプトシクロブタジエン－３，４－ジオール、４，５－ジ
メルカプト－１，２－ベンゼンジオール、２，３－ジメルカプトヒドロキノン、４，６－
ジメルカプトレソルシノール、３，６－ジメルカプトベンゼン－１，２－ジメタノール、
２，３－ジメルカプトベンゼン－１，４－ジメタノールなどが挙げられる。
【００２０】
（分子内に２つ以上の水酸基と３つ以上のチオール基とを有する化合物）
　トリメルカプトジペンタエリスリトール《２－（（３－ヒドロキシ－２，２－ビス（メ
ルカプトメチル）プロポキシ）メチル－２－（メルカプトメチル）プロパン－１，３－ジ
オール）》、テトラメルカプトジペンタエリスリトール《２－（（３－ヒドロキシ－２，
２－ビス（メルカプトメチル）プロポキシ）メチル）－３－メルカプト－２－（メルカプ
トメチル）プロパン－１－オール》などのポリメルカプトポリオールや、ジペンタエリス
リトールのトリメルカプトアセテート、テトラメルカプトアセテートなどが挙げられる。
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【００２１】
（分子内にカルボン酸基とチオール基とを有する化合物）
　メルカプト酢酸、メルカプトプロピオン酸、メルカプトこはく酸、２－メルカプトニコ
チン酸、メルカプト安息香酸、１１－メルカプトウンデカン酸などが挙げられる。
【００２２】
（分子内にアミノ基とチオール基とを有する化合物）
　２－メルカプトイミダゾール、２－メルカプト－１メチルイミダゾール、１－アミノチ
オール、２－アミノエタンチオール、アミノプロパンチオール、アミノブタンチオール、
アミノペンタンチオール、アミノヘキサンチオール、アミノベンゼンチオール、１－アミ
ノ－２－メチル－２－プロパンチオール、１，２－ジメチル－２－アミノエタンチオール
などが挙げられる。
【００２３】
　これらのチオール化合物の中でも、イソシアネートとの反応性基を複数有する化合物は
反応中に３次元架橋が起こり粘度上昇、ゲル化が起こりやすいため、反応制御の観点では
チオール基１つとイソシアネートとの反応性基を１つ有する化合物を使用することが好ま
しい。またイソシアネートとの反応性がチオール基と同程度または低い反応性基の場合は
イソシアネートとチオール基との反応も進行することから末端にチオール基が十分に導入
できないことがある。このためチオールとイソシアネートとの反応より速く、イソシアネ
ートと優先して反応するアミノ基を有するチオール化合物（Ｄ）は触媒不要で低温でも反
応が進行することから特に好ましく使用される。さらに透明性やポリマーとの相溶性の観
点から具体的には２－アミノエタンチオール、アミノプロパンチオール、アミノブタンチ
オール、アミノペンタンチオール、アミノヘキサンチオールの使用が好ましい。
【００２４】
＜＜（ｃ－２）の説明＞＞
　少なくとも２つ以上のチオール基を含有する化合物（ｃ－２）としては例えば、
メタンジチオール、１，３－ブタンジチオール、１，４－ブタンジチオール、２，３－ブ
タンジチオール、１，２－ベンゼンジチオール、１，３－ベンゼンジチオール、１，４－
 ベンゼンジチオール、１，１０－デカンジチオール、１，２－エタンジチオール、１，
６－ヘキサンジチオール、１，９－ノナンジチオール、１，８－オクタンジチオール、１
，５－ ペンタンジチオール、１，２－プロパンジチオール、１，３－プロパジチオール
、トルエン－３，４－ジチオール、３，６－ジクロロ－１，２－ベンゼンジチオール、１
，５－ナフタレンジチオール、エチレングリコールビス（２－メルカプトアセテート）、
エチレングリコールビス（３－メルカプトプロピオネート）、ジエチレングリコールビス
（２－メルカプトアセテート）、ジエチレングリコールビス（３－メルカプトプロピオネ
ート 、１，４－ブタンジオールビス（２－メルカプトアセテート）、１，４－ブタンジ
オールビス（３－メルカプトプロピオネート）、トリメチロールプロパントリス（２－メ
ルカプトアセテート）、トリメチロールプロパントリス（３－メルカプトプロピオネート
）、ペンタエリスリトールテトラキス（２－メルカプトアセテート）、ペンタエリスリト
ールテトラキス（３－メルカプトプロピオネート 、１，２－ジメルカプトシクロヘキサ
ン、１，３－ジメルカプトシクロヘキサン、１，４－ジメルカプトシクロヘキサン、１，
３－ビス（メルカプトメチル）シクロヘキサン、１，４－ビス（メルカプトメチル）シク
ロヘキサン、２，５－ビス（メルカプトメチル）－１，４－ジチアン、２，５－ビス（２
－メルカプトエチル）－１，４－ジチアン、２，５－ビス（２－メルカプトエチルチオメ
チル）－１，４－ジチアン、２，５－ビス（メルカプトメチル）－１－チアン、２，５－
ビス（２－メルカプトエチル）－１－チアン、２，５－ビス（メルカプトメチル）チオフ
ェン、１，２ －ジメルカプトベンゼン、１，３－ジメルカプトベンゼン、１，４－ジメ
ルカプトベンゼン、１，３－ ビス（ メルカプトメチル）ベンゼン、１，４－ビス（メル
カプトメチル）ベンゼン、２，２’－ジメルカプトビフェニル、４、４’－ジメルカプト
ビフェニル、ビス（４－メルカプトフェニル）メタン、２，２－ビス（４－メルカプトフ
ェニル）プロパン、ビス（４－メルカプトフェニル）エーテル、ビス（４－メルカプトフ
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ェニル）スルフィド、ビス（４－メルカプトフェニル）スルホン、ビス（４－メルカプト
メチルフェニル）メタン、２，２－ビス（４－メルカプトメチルフェニル）プロパン、ビ
ス（４－メルカプトメチルフェニル）エーテル、ビス（４－メルカプトメチルフェニル）
スルフィド、、２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾール、３，４－チオフェ
ンジチオール、グリセリルジチオグリコーレート、２，５－ジメルカプト－１，３，４－
チアジアゾール、１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリチオール（トリメルカプト
－トリアジン）、２－ジ－ｎ－ブチルアミノ－４，６－ジメルカプト－ｓ－トリアジン、
ポリチオール（ チオコール、またはチオール変性高分子（樹脂、ゴム等）が挙げられる
。
【００２５】
　これらのチオール化合物の中でも、チオール基を３つ以上有する化合物は反応中に３次
元架橋が起こり粘度上昇、ゲル化が起こりやすいため、反応制御の観点ではチオール基を
２つ有する化合物を使用することが好ましい。またチオール基とイソシアネートとの反応
には促進のため触媒を使用してもよい。
【００２６】
＜＜触媒＞＞
【００２７】
　ウレタンプレポリマー（Ｃ）と上述の（ｃ－１）もしくは（ｃ－２）との反応、あるい
は、後述のポリオールとポリイソシアネートとの反応の際に、反応促進のため、必要に応
じて公知の触媒を使用することができる。例えば３級アミン系化合物、有機金属系化合物
等が挙げられ、単独でもあるいは複数を使用することもできる。
【００２８】
　３級アミン系化合物としては、トリエチルアミン、トリエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルベンジルアミン、Ｎ－メチルモルホリン、ジアザビシクロウンデセン（別名：ＤＢ
Ｕ）等が挙げられ、場合によっては単独、もしくは併用することもできる。
【００２９】
　有機金属系化合物としては、錫系化合物、非錫系化合物を挙げることができる。
　錫系化合物としては、ジブチル錫ジクロライド、ジブチル錫オキサイド、ジブチル錫ジ
ブロマイド、ジブチル錫ジマレエート、ジブチル錫ジラウレート（別名：ＤＢＴＤＬ）、
ジブチル錫ジアセテート、ジブチル錫スルファイド、トリブチル錫スルファイド、トリブ
チル錫オキサイド、トリブチル錫アセテート、トリエチル錫エトキサイド、トリブチル錫
エトキサイド、ジオクチル錫オキサイド、トリブチル錫クロライド、トリブチル錫トリク
ロロアセテート、２－エチルヘキサン酸錫等が挙げられる。
　非錫系化合物としては、例えばジブチルチタニウムジクロライド、テトラブチルチタネ
ート、ブトキシチタニウムトリクロライドなどのチタン系、オレイン酸鉛、２－エチルヘ
キサン酸鉛、安息香酸鉛、ナフテン酸鉛などの鉛系、２－エチルヘキサン酸鉄、鉄２，４
－ペンタジオネート、鉄アセチルアセトネートなどの鉄系、安息香酸酸コバルト、２－エ
チルヘキサン酸コバルトなどのコバルト系、ナフテン酸亜鉛、２－エチルヘキサン酸亜鉛
などの亜鉛系、ナフテン酸ジルコニウムなどが挙げられる。
【００３０】
　上記触媒の中で、ジブチル錫ジラウレート（別名：ＤＢＴＤＬ）、ジオクチル錫ジラウ
リレート（別名：ＤＯＴＤＬ）、２－エチルヘキサン酸錫、ＤＢＵ等が反応性や衛生性の
点で好ましい。
【００３１】
　上記３級アミン系化合物、有機金属系化合物等の触媒は、場合によっては単独でも使用
できるが、併用することもできる。
【００３２】
　また、有機金属化合物触媒を用いた場合は組成物に残留し分解触媒となることから、反
応後にキレート化合物などを添加し触媒能を抑制した方が良い。
【００３３】
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＜＜ウレタンプレポリマー（Ｃ）、ウレタンウレアポリマー（Ｃ－１）の説明＞＞
　次にウレタンプレポリマー（Ｃ）、ウレタンウレアポリマー（Ｃ－１）について説明す
る。
　ウレタンプレポリマー（Ｃ）は末端にイソシアネート基を有し、チオール基を導入する
ためのプレポリマーである。ウレタンプレポリマー（Ｃ）はポリオール（ｃ－３）とポリ
イソシアネート（ｃ－４）とをウレタン化反応させることによって得られるが、樹脂の凝
集力を高めるためや、分子量の制御の観点から、さらにウレタンプレポリマー（Ｃ）にポ
リアミノ化合物（Ｆ）を反応させ、ウレア結合を導入したウレタンウレアポリマー（Ｃ－
１）を用いることも出来る。ウレタンプレポリマー（Ｃ）、ウレタンウレアポリマー（Ｃ
－１）の重量平均分子量（Ｍｗ）は特に限定されないが５００～２００，０００であるこ
とが好ましい。重量平均分子量が５００未満であると接着剤としての凝集力が不足する場
合があり、又、２００，０００を超えると接着剤組成物の粘度が高く、塗工性が悪化して
しまう場合がある。塗工性と凝集力のバランスの観点で特に好ましくは１０００～１００
,０００である。さらに好ましくは５０００～５０，０００である。
【００３４】
＜＜ポリオールｃ－３の説明＞＞
【００３５】
　使用するポリオール（ｃ－３）としてはポリエーテルポリオール類、ポリエステルポリ
オール類、ポリカーボネートポリオール類、これらの共重合体、及びその他のグリコール
類などが挙げられる。
【００３６】
　ポリエーテルポリオール類としては、例えば、プロピレンオキサイド、テトラヒドロフ
ラン、オキサシクロブタン、エチレンオキサイド、ブチレンオキサイド、オキサシクロヘ
プタン等のアルキレンオキサイドの重合体、共重合体、及びグラフト共重合体；ヘキサン
ジオール、メチルヘキサンジオール、ヘプタンジオール、オクタンジオール若しくはこれ
らの混合物の縮合によるポリエーテルポリオール類などの、水酸基を２ 個以上有するも
のを用いることができる。
　更に、ビスフェノールＡ やビスフェノールＦ 等のビスフェノール類にエチレンオキサ
イド等のアルキレンオキサイドを付加させたグリコール類も使用することができる。
【００３７】
　ポリエステルポリオール類としては、例えば、多官能アルコール成分と二塩基酸成分と
が縮合反応したポリエステルポリオールが挙げられる。
　多官能アルコール成分としては、例えば、上記した２ 個または３ 個の水酸基を有する
ポ
リオール類が挙げられ、中でも、後述の、式量６０～１０００のポリオールが主に用いら
れる。
【００３８】
　二塩基酸成分としては、脂肪族系、脂環族系、及び芳香族系が挙げられ、それぞれ特に
制限が無く使用できる。脂肪族系多塩基酸としては、より具体的には、例えば、シュウ酸
、マロン酸、コハク酸、アジピン酸、セバチン酸、アゼライン酸、スベリン酸、マレイン
酸、クロロマレイン酸、フマル酸、ドデカン二酸、ピメリン酸、シトラコン酸、グルタル
酸、イタコン酸、無水コハク酸、無水マレイン酸等が挙げられ、これらの脂肪族ジカルボ
ン酸及びその無水物が利用できる。又、無水コハク酸の誘導体（メチル無水コハク酸物、
２，２－ジメチル無水コハク酸、ブチル無水コハク酸、イソブチル無水コハク酸、ヘキシ
ル無水コハク酸、オクチル無水コハク酸、ドデセニル無水コハク酸、フェニル無水コハク
酸等）、無水グルタル酸の誘導体（無水グルタル酸、３－アリル無水グルタル酸、２，４
－ジメチル無水グルタル酸、２，４－ジエチル無水グルタル酸、ブチル無水グルタル酸、
ヘキシル無水グルタル酸等）、無水マレイン酸の誘導体（２－メチル無水マレイン酸、２
，３－ジメチル無水マレイン酸、ブチル無水マレイン酸、ペンチル無水マレイン酸、ヘキ
シル無水マレイン酸、オクチル無水マレイン酸、デシル無水マレイン酸、ドデシル無水マ
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レイン酸、２，３－ジクロロ無水マレイン酸、フェニル無水マレイン酸、２，３－ジフェ
ニル無水マレイン酸等）等の無水物誘導体も利用できる。.
【００３９】
　脂環族系多塩基酸としては、より具体的には、例えば、脂環族ジカルボン酸としては、
例えば、ダイマー酸、シクロプロパン－１α，２α－ジカルボン酸、シクロプロパン－１
α，２β－ジカルボン酸、シクロプロパン－１β，２α－ジカルボン酸、シクロブタン－
１，２－ジカルボン酸、シクロブタン－１α，２β－ジカルボン酸、シクロブタン－１α
，３β－ジカルボン酸、シクロブタン－１α，３α－ジカルボン酸、（１Ｒ）－シクロペ
ンタン－１β，２α－ジカルボン酸、ｔｒａｎｓ－シクロペンタン－１，３－ジカルボン
酸、（１β，２β）－シクロペンタン－１，３－ジカルボン酸、（１β，３β）－シクロ
ペンタン－１，３－ジカルボン酸、（１Ｓ，２Ｓ）－１，２－シクロペンタンジカルボン
酸、１，２－シクロヘキサンジカルボン酸、１，３－シクロヘキサンジカルボン酸、１，
４－シクロヘキサンジカルボン酸、１，１－シクロヘプタンジカルボン酸、クバン－１，
４－ジカルボン酸、２，３－ノルボルナンジカルボン酸、ヘキサヒドロテレフタル酸、ヘ
キサヒドロイソフタル酸、ヘキサヒドロフタル酸、テトラヒドロフタル酸等の飽和脂環属
ジカルボン酸や、１－シクロブテン－１，２－ジカルボン酸、３－シクロブテン－１，２
－ジカルボン酸、１－シクロペンテン－１，２－ジカルボン酸、４－シクロペンテン－１
，３－ジカルボン酸、１－シクロヘキセン－１，２－ジカルボン酸、２－シクロヘキセン
－１，２－ジカルボン酸、３－シクロヘキセン－１，２－ジカルボン酸、４－シクロヘキ
セン－１，３－ジカルボン酸、２，５－ヘキサジエン－１α，４α－ジカルボン酸等の環
内に不飽和二重結合が１もしくは２個有した不飽和脂環族ジカルボン酸が挙げられ、これ
らの脂環族ジカルボン酸及びその無水物等が利用できる。
【００４０】
　また、ヘキサヒドロ無水フタル酸の誘導体（３－メチル－ヘキサヒドロ無水フタル酸、
４－メチル－ヘキサヒドロ無水フタル酸）、テトラヒドロ無水フタル酸の誘導体（１，２
，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸、３－メチル－１，２，３，６－テトラヒドロ無水
フタル酸、４－メチル－１，２，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸、メチルブテニル－
１，２，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸等）等の水素添化した無水フタル酸誘導体も
脂環族ジカルボン酸無水物として利用できる。
【００４１】
　芳香族系多塩基酸としては、より具体的には、例えば、芳香族ジカルボン酸としては、
例えば、ｏ－フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸、トルエンジカルボン酸、２，５－
ジメチルテレフタル酸、２，２’－ビフェニルジカルボン酸、４，４－ビフェニルジカル
ボン酸、１，４－ナフタレンジカルボン酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸、ノルボル
ネンジカルボン酸、ジフェニルメタン－４，４´－ジカルボン酸、フェニルインダンジカ
ルボン酸、１，２－アズレンジカルボン酸、１，３－アズレンジカルボン酸、４，５－ア
ズレンジカルボン酸、（－）－１，３－アセナフテンジカルボン酸、１，４－アントラセ
ンジカルボン酸、１，５－アントラセンジカルボン酸、１，８－アントラセンジカルボン
酸、２，３－アントラセンジカルボン酸、１，２－フェナントレンジカルボン酸、４，５
－フェナントレンジカルボン酸、３，９－ペリレンジカルボン酸等の芳香族ジカルボン酸
や、無水フタル酸、４－メチル無水フタル酸等の芳香族ジカルボン酸無水物が挙げられ、
これらの芳香族ジカルボン酸及びその無水物等が利用できる。
【００４２】
　さらに、無水クロレンド酸、無水ヘット酸、ビフェニルジカルボン酸無水物、無水ハイ
ミック酸、エンドメチレン－１，２，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸、メチル－３，
６－エンドメチレン－１，２，３，６－テトラヒドロ無水フタル酸、１，２－シクロヘキ
サンジカルボン酸無水物、１－シクロペンテン－１，２－ジカルボン酸無水物、メチルシ
クロヘキセンジカルボン酸無水物、１，８－ナフタレンジカルボン酸無水物、オクタヒド
ロ－１，３－ジオキソ－４，５－イソベンゾフランジカルボン酸無水物等の酸無水物類も
多塩基酸として使用可能である。それぞれを単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせ
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て用いてもよい。
【００４３】
　又、β－ブチロラクトン、β－プロピオラクトン、γ－ブチロラクトン、γ－バレロラ
クトン、δ－バレロラクトン、ε－カプロラクトン、γ－カプロラクトン、γ－ヘプタノ
ラクトン、α－メチル－β－プロピオラクトン等のラクトン類等の、環状エステル化合物
の開環重合により得られるポリエステルポリオールも使用できる。
【００４４】
　ポリカーボネートポリオール類は、下記一般式（１）で示される構造を、その分子中に
有するものであり、公知のポリカーボネートポリオールを使用することができる。
一般式（１）：
－［－Ｏ－Ｒ1－Ｏ－ＣＯ－］ｍ－
（式中、Ｒ1は２ 価の有機残基、ｍは１以上の整数を表す。）
【００４５】
　ポリカーボネートポリオールは、例えば、（１）グリコール又はビスフェノールと炭酸
エステルとの反応、（２）グリコール又はビスフェノールにアルカリの存在下でホスゲン
を作用させる反応などで得られる。
【００４６】
　（１）の製法で用いられる炭酸エステルとして具体的には、ジメチルカーボネート、ジ
エチルカーボネート、ジフェニルカーボネート、エチレンカーボネート、プロピレンカー
ボネートなどが挙げられる。
【００４７】
　（１）及び（２）の製法で用いられるグリコール又はビスフェノールとしては、例えば
、エチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ジエチレング
リコール、トリエチレングリコール、ブチレングリコール、３－メチル－１，５－ペンタ
ンジオール、２－メチル－１，８－オクタンジオール、３，３’－ジメチロールヘプタン
、ポリオキシエチレングリコール、ポリオキシプロピレングリコール、プロパンジオール
、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，
６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、ネオペンチルグリコール、オクタンジ
オール、ブチルエチルペンタンジオール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、シク
ロヘキサンジオール；あるいはビスフェノールＡやビスフェノールＦ等のビスフェノール
類；ビスフェノール類にエチレンオキサイド、プロピレンオキサイド等のアルキレンオキ
サイドを付加させたビスフェノール類；等も用いることができる。これらの化合物は、１
種又は２ 種以上の混合物として使用することができる。
【００４８】
　ポリカーボネートポリオールの市販品としては、クラレ株式会社のクラレポリオールＣ
シリーズを用いることができる。そのなかでもＰＭＨＣ－１０５０、ＰＭＨＣ－２０５０
、Ｃ－１０９０、Ｃ－２０９０、Ｃ－１０６５Ｎ、Ｃ－２０６５Ｎ、Ｃ－１０１５Ｎ、Ｃ
－２０１５Ｎ は柔軟性があり、ウレタンウレア樹脂（Ａ）の原料として、ポリプロピレ
ングリコール骨格を有するポリオールと好ましく併用することができる。
【００４９】
　その他のグリコール類としては、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエ
チレングリコール、ブタンジオール、プロパンジオール、１，６－ヘキサンジオール、ネ
オペンチルグリコール、シクロヘキサンジメタノール等の、２個の水酸基を有する化合物
が挙げられる。
【００５０】
　更に、グリセリン、トリメチロールプロパン、トリメチロールエタン、ペンタエリスリ
トール、ソルビトール、メチルグルコシド等の、３個以上の水酸基を有する化合物も、ポ
リオール（ａ－１）として使用することができる。
【００５１】
　本発明のウレタンプレポリマー（Ｃ）の構成成分であるポリオール（ｃ－３）は、上述
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のポリオールや多官能アルコール類は、特に制限なく使用することができ、それぞれの特
徴に合わせて単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせて使用してもよい。例えば塗膜
の透明性および耐湿熱性の面では、ポリエーテルポリオールの使用が好ましく、特にポリ
プロピレングリコール骨格を有するポリオールを主に使用することがより好ましい。また
接着力、耐熱性の面ではポリエステルポリオール、ポリカーボネートポリオールの使用が
好ましい。
【００５２】
＜＜ポリイソシアネート（ｃ－４）の説明＞＞
　本発明のウレタンプレポリマー（Ｃ）の構成成分であるポリイソシアネート（ｃ－４）
としては、従来公知のものを使用することができ、芳香族ポリイソシアネート、脂肪族ポ
リイソシアネート、芳香脂肪族ポリイソシアネート、脂環族ポリイソシアネート等が挙げ
られる。
　ポリイソシアネート（ａ－２）のうち、芳香族ポリイソシアネートとしては、より具体
的に、例えば、１，３－フェニレンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルジイソシア
ネート、１，４－フェニレンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルメタンジイソシア
ネート（別名：４，４’－ＭＤＩ）、２，４－トリレンジイソシアネート（別名：２，４
－ＴＤＩ）、２，６－トリレンジイソシアネート、４，４’－トルイジンジイソシアネー
ト、２，４，６－トリイソシアネートトルエン、１，３，５－トリイソシアネートベンゼ
ン、ジアニシジンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルエーテルジイソシアネート、
４，４’，４”－トリフェニルメタントリイソシアネート等を挙げることができる。
【００５３】
　脂肪族ポリイソシアネートとしては、トリメチレンジイソシアネート、テトラメチレン
ジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート（別名：ＨＭＤＩ）、ペンタメチレ
ンジイソシアネート、１，２－プロピレンジイソシアネート、２，３－ブチレンジイソシ
アネート、１，３－ブチレンジイソシアネート、ドデカメチレンジイソシアネート、２，
４，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート等を挙げることができる。
【００５４】
　芳香脂肪族ポリイソシアネートとしては、２，４－ジイソシアネート－１－メチル－ベ
ンゼン（別名：２，４－ＴＤＩ）、２，６－ジイソシアネート－１－メチル－ベンゼン（
別名：２，６－ＴＤＩ）、１，３－フェニレンビスメチレンジイソシアナート（別名：ｍ
－ＸＤＩ）、１，４－フェニレンビスメチレンジイソシアナート（別名：ｐ－ＸＤＩ）、
２，２'－ジフェニルメタンジイソシアネート（別名：２，２－ＭＤＩ）、４，４'－ジフ
ェニルメタンジイソシアネート（別名：４，４－ＭＤＩ）、１，３－ナフタレンジイルジ
イソシアネート（別名：１，３－ＮＤＩ）、１，５－ナフタレンジイルジイソシアネート
（別名：１，５－ＮＤＩ）等を挙げることができる。
【００５５】
　脂環族ポリイソシアネートとしては、３－イソシアネートメチル－３，５，５－トリメ
チルシクロヘキシルイソシアネート（別名：ＩＰＤＩ）、１，３－シクロペンタンジイソ
シアネート、１，３－シクロヘキサンジイソシアネート、１，４－シクロヘキサンジイソ
シアネート、メチル－２，４－シクロヘキサンジイソシアネート、メチル－２，６－シク
ロヘキサンジイソシアネート、４，４’－メチレンビス（シクロヘキシルイソシアネート
）（別名：水添ＭＤＩ）、１，４－ビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサン、ノル
ボルネンジイソシアネート等を挙げることができる。
【００５６】
　また、ポリイソシアネート（ａ－２）成分の一部として、上記、ポリイソシアネートの
２－メチルペンタン－２，４－ジオールやトリメチロールプロパン等のポリオールとのア
ダクト体、イソシアヌレート環を有する３量体等も併用することができる。ポリフェニル
メタンポリイソシアネート（別名：ＰＡＰＩ）、及びこれらのポリイソシアネート変性物
等を使用し得る。なおポリイソシアネート変性物としては、カルボジイミド基、ウレトジ
オン基、ウレトンイミン基、水と反応したビュレット基、イソシアヌレート基のいずれか
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の基、又はこれらの基の２種以上を有する変性物を使用できる。ポリオールとジイソシア
ネートの反応物も少なくとも２個のイソシアネート基を有する化合物として使用すること
ができる。
【００５７】
　本発明に用いられるポリイソシアネート（ｃ－４）としては、４，４’－ジフェニルメ
タンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート
、キシリレンジイソシネート、４，４’－メチレンビス（シクロヘキシルイソシアネート
）等の無黄変型、又は難黄変型のポリイシソアネート化合物を用いると耐候性の点から好
ましい。更に、上記記載のポリイソシアネート（ｃ－４）として、組成物の透明性や反応
性の制御の面でイソホロンジイソシアネート（別名：ＩＰＤＩ）を使用するのが好ましい
。
【００５８】
　ポリイソシアネート（ｃ－４）の使用量は、ウレタンポリマー（Ａ）１００重量％中、
８～２３重量％の割合が好ましく、更に好ましくは１０～２１重量％である。８重量％未
満であると樹脂組成物の凝集力が低下し、耐久性の付与が困難になる場合がある。又、２
３重量％を超えると樹脂組成物の柔軟性が低下することから、十分な接着力を得ることが
困難となる場合がある。
【００５９】
＜＜ポリアミノ化合物（Ｆ）の説明＞＞
【００６０】
　本発明に使用するポリアミノ化合物（Ｆ）について説明する。このポリアミノ化合物は
、２個以上のアミノ基を有する化合物であり、公知のものを使用できる。２個以上のアミ
ノ基を有する化合物を使用することにより、接着剤に凝集力を付与することができ、更に
耐久性が向上する。以下に述べる具体的化合物は、複数種を組み合わせて使用してもよい
。
【００６１】
　具体的には、エチレンジアミン、トリメチレンジアミン、テトラメチレンジアミン、ペ
ンタメチレンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、トリエチレンテトラミン、ジエチレン
トリアミン、トリアミノプロパン、２，２，４－トリメチルヘキサメチレンジアミン、２
－ヒドロキシエチルエチレンジアミン、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）プロピレンジアミ
ン、（２－ヒドロキシエチルプロピレン）ジアミン、（ジ－２－ヒドロキシエチルエチレ
ン）ジアミン、（ジ－２－ヒドロキシエチルプロピレン）ジアミン、（２－ヒドロキシプ
ロピルエチレン）ジアミン、（ジ－２－ヒドロキシプロピルエチレン）ジアミン、ピペラ
ジン等の脂肪族ポリアミン；
イソホロンジアミン、ジシクロヘキシルメタン－４，４’－ジアミン等の脂環式ポリアミ
ン；
フェニレンジアミン、キシリレンジアミン、２，４－トリレンジアミン、２，６－トリレ
ンジアミン、ジエチルトルエンジアミン，３，３’－ジクロロ－４，４’－ジアミノジフ
ェニルメタン、４，４’－ビス－（ｓｅｃ－ブチル）ジフェニルメタン等の芳香族ジアミ
ン；
及びダイマー酸のカルボキシル基をアミノ基に転化したダイマージアミン、末端に一級又
は二級アミノ基を有するデンドリマーなどを例示できる。
【００６２】
　さらに、ポリアミノ化合物として、両末端にプロポキシアミンを有し下記一般式［２］
で示されるポリオキシアルキレングリコールジアミン等も使用することができる。
一般式［２］：
Ｈ2Ｎ－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－（ＣmＨ2m－Ｏ）ｎ－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＮＨ2

（式中、ｍは２～４の任意の整数、ｎは２～５０の任意の整数を示す。）
【００６３】
　また、一級アミノ基を２個以上有する化合物に不飽和化合物を少なくとも１つ有する化
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合物をマイケル付加反応させたポリアミノ化合物（以下、マイケル付加アミン）を使用す
ることも出来る。
【００６４】
　ポリアミノ化合物（Ｆ）としては、上記のアミノ基を有する化合物の中でも、特にイソ
ホロンジアミン、２，２，４－トリメチルヘキサメチレンジアミン、ヘキサメチレンジア
ミン、マイケル付加アミンを使用するとウレタンウレアポリマー（Ｃ－１）の黄変なども
少ないため好ましい。
【００６５】
＜＜α，β－不飽和二重結合基含有化合物（Ｂ）の説明＞＞
　次にα，β－不飽和二重結合基含有化合物（Ｂ）について説明する。
　本発明に使用するα，β－不飽和二重結合基含有化合物（Ｂ）は、少なくとも一つ以上
のα，β－不飽和二重結合基を有する化合物であり、後述する活性エネルギー線重合開始
剤（Ｇ）により重合し、高分子量化及び架橋構造を形成することで接着剤に凝集力と高い
耐久性を付与する。
【００６６】
　α，β－不飽和二重結合基含有化合物（Ｂ）は、１個以上のα，β－不飽和二重結合基
を含有する化合物であれば、特に制限はなく使用できる。
【００６７】
　具体例として、以下の化合物が挙げられる。
【００６８】
　例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸
１－プロピル、（メタ）アクリル酸２－プロピル、（メタ）アクリル酸ｎ－ブチル、（メ
タ）アクリル酸ｓｅｃ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｉｓｏ－ブチル、（メタ）アクリル
酸ｔｅｒｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｎ－アミル、（メタ）アクリル酸ｉｓｏ－アミ
ル、（メタ）アクリル酸ｎ－ヘキシル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ
）アクリル酸ｎ－オクチル、（メタ）アクリル酸ｉｓｏ－オクチル、（メタ）アクリル酸
ｎ－ノニル、（メタ）アクリルｉｓｏ－ノニル、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）ア
クリル酸ドデシル、（メタ）アクリル酸オクタデシル、（メタ）アクリル酸ラウリル、（
メタ）アクリル酸ステアリル、（メタ）アクリル酸ｉｓｏ－ステアリル、（メタ）アクリ
ル酸ベヘニルなどの（メタ）アクリル酸アルキルエステル類；
【００６９】
例えば、（メタ）アクリル酸パーフルオロメチル、（メタ）アクリル酸パーフルオロエチ
ル、（メタ）アクリル酸パーフルオロプロピル、（メタ）アクリル酸パーフルオロブチル
、（メタ）アクリル酸パーフルオロオクチル、（メタ）アクリル酸トリフルオロメチルメ
チル、（メタ）アクリル酸２－トリフルオロメチルエチル、（メタ）アクリル酸ジパーフ
ルオロメチルメチル、（メタ）アクリル酸２－パーフルオロエチルエチル、（メタ）アク
リル酸２－パーフルオロメチル－２－パーフルオロエチルメチル、（メタ）アクリル酸ト
リパーフルオロメチルメチル、（メタ）アクリル酸２－パーフルオロエチル－２－パーフ
ルオロブチルエチル、（メタ）アクリル酸２－パーフルオロヘキシルエチル、（メタ）ア
クリルプロペン酸２－パーフルオロデシルエチル、（メタ）アクリル酸２－パーフルオロ
ヘキサデシルエチルなどの（メタ）アクリル酸パーフルオロアルキルエステル類；
【００７０】
例えば、（メタ）アクリル酸２－メトキシエチル、（メタ）アクリル酸２－エトキシエチ
ル、（メタ）アクリル酸２－プロポキシエチル、（メタ）アクリル酸３－プロポキシエチ
ル、（メタ）アクリル酸２－ブトキシエチル、（メタ）アクリル酸３－ブトキシエチル、
（メタ）アクリル酸４－ブトキシエチル等のアルコキシ基含有（メタ）アクリル酸エステ
ル類；
【００７１】
例えば、（メタ）アクリル酸のアルキレンオキサイド付加物などのアルキレンオキサイド
含有（メタ）アクリル酸誘導体類；
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【００７２】
例えば、（メタ）アクリル酸(メトキシカルボニル)メチル、（メタ）アクリル酸(メトキ
シカルボニル)エチル、（メタ）アクリル酸(メトキシカルボニル)プロピル、（メタ）ア
クリル酸(メトキシカルボニル)ブチル、（メタ）アクリル酸(メトキシカルボニル)デシル
、（メタ）アクリル酸(エトキシカルボニル)メチル、（メタ）アクリル酸(エトキシカル
ボニル)エチル、（メタ）アクリル酸(エトキシカルボニル)プロピル、（メタ）アクリル
酸(エトキシカルボニル)ブチル、（メタ）アクリル酸(エトキシカルボニル)ヘキシル、（
メタ）アクリル酸(エトキシカルボニル)オクチル、（メタ）アクリル酸２－（エトキシカ
ルボニルオキシ）エチル、（メタ）アクリル酸２－（エトキシカルボニルオキシ）プロピ
ル、（メタ）アクリル酸２－（エトキシカルボニルオキシ）ブチル、（メタ）アクリル酸
２－（エトキシカルボニルオキシ）ヘキシル、（メタ）アクリル酸２－（エトキシカルボ
ニルオキシ）オクチル、（メタ）アクリル酸２－（プロポキシカルボニルオキシ）エチル
、（メタ）アクリル酸２－（ブトキシカルボニルオキシ）エチル、（メタ）アクリル酸２
－（ブトキシカルボニルオキシ）ブチル、（メタ）アクリル酸２－（オクチルオキシカル
ボニルオキシ）エチル、（メタ）アクリル酸２－（オクチルオキシカルボニルオキシ）ブ
チル等のカルボニル基を１つ有する脂肪族系の（メタ）アクリル酸エステル類；
【００７３】
例えば、（メタ）アクリル酸２－オキソブタノイルエチル、（メタ）アクリル酸２－オキ
ソブタノイルプロピル、（メタ）アクリル酸２－オキソブタノイルブチル、（メタ）アク
リル酸２－オキソブタノイルヘキシル、（メタ）アクリル酸２－オキソブタノイルオクチ
ル、（メタ）アクリル酸２－オキソブタノイルデシル、（メタ）アクリル酸２－オキソブ
タノイルドデシル、（メタ）アクリル酸３－オキソブタノイルエチル、（メタ）アクリル
酸３－オキソブタノイルプロピル、（メタ）アクリル酸３－オキソブタノイルブチル、（
メタ）アクリル酸３－オキソブタノイルヘキシル、（メタ）アクリル酸３－オキソブタノ
イルオクチル、（メタ）アクリル酸３－オキソブタノイルデシル、（メタ）アクリル酸３
－オキソブタノイルドデシル、（メタ）アクリル酸４－シアノオキソブタノイルエチル、
（メタ）アクリル酸４－シアノオキソブタノイルプロピル、（メタ）アクリル酸４－シア
ノオキソブタノイルブチル、（メタ）アクリル酸４－シアノオキソブタノイルヘキシル、
（メタ）アクリル酸４－シアノオキソブタノイルオクチル、（メタ）アクリル酸２，３－
ジ（オキソブタノイル）プロピル、（メタ）アクリル酸２，３－ジ（オキソブタノイル）
ブチル、（メタ）アクリル酸２，３－ジ（オキソブタノイル）ヘキシル、（メタ）アクリ
ル酸２，３－ジ（オキソブタノイル）オクチル等のカルボニル基を２つ有する脂肪族系の
（メタ）アクリル酸エステル類；
【００７４】
例えば、（メタ）アクリル酸－９－メトキシカルボニル－５－オキソ－４－オキサ－トリ
シクロ［４．２．１．０3,7］ノナ－２－イル、（メタ）アクリル酸－１０－メトキシカ
ルボニル－５－オキソ－４－オキサ－トリシクロ［５．２．１．０3,8］ノナ－２－イル
、（メタ）アクリル酸－４－メトキシカルボニル－６－オキソ－７－オキサ－ビシクロ［
３．２．１］オクタ－２－イル、（メタ）アクリル酸－４－メトキシカルボニル－７－オ
キソ－８－オキサ－ビシクロ［３．３．１］オクタ－２－イル等のカルボニル基を有する
（メタ）アクリル酸環状エステル類；
例えば、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリル酸２－カルボキシエチル、（メタ）アク
リル酸２－カルボキシプロピル、（メタ）アクリル酸３－カルボキシプロピル、（メタ）
アクリル酸４－カルボキシブチル、（メタ）アクリル酸ダイマー、マレイン酸、フマル酸
、モノメチルマレイン酸、モノメチルフマル酸、アコニチン酸、ソルビン酸、ケイ皮酸、
α－クロロソルビン酸、グルタコン酸、シトラコン酸、メサコン酸、イタコン酸、チグリ
ン酸、アンゲリカ酸、セネシオ酸、クロトン酸、イソククロトン酸、ムコブロム酸、ムコ
クロル酸、ソルビン酸、ムコン酸、アコニット酸、ペニシル酸、ゲラン酸、シトロネル酸
、４－アクリルアミドブタン酸、６－アクリルアミドヘキサン酸、２－（メタ）アクリロ
イルオキシエチルサクシネート、モノ（メタ）アクリル酸ω－カルボキシポリカプロラク
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トンエステル等の、ラクトン環の開環付加によるカルボキシル基を末端に有する、ポリラ
クトン系（メタ）アクリル酸エステル、エチレンオキサイドやプロピレンオキサイド等の
アルキレンオキサイドが繰り返し付加している、末端にカルボキシル基を有するアルキレ
ンオキサイド付加系コハク酸と、（メタ）アクリル酸とのエステル等のカルボキシル基含
有の脂肪族系α，β－不飽和二重結合基含有カルボン酸類やその酸無水物類；
【００７５】
例えば、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルヘキサヒドロフタレート、２－（メタ）
アクリロイルオキシエチルフタレート、２－（メタ）アクリロイルオキシプロピルフタレ
ート、２－（メタ）アクリロイルオキシブチルフタレート、２－（メタ）アクリロイルオ
キシヘキシルフタレート、２－（メタ）アクリロイルオキシオクチルフタレート、２－（
メタ）アクリロイルオキシデシルフタレート、２－ビニル安息香酸、３－ビニル安息香酸
、４－ビニル安息香酸、４－イソプロペニルベンゼンカルボン酸、桂皮酸、７－アミノ－
３－ビニル－３－セフェム－４－カルボン酸等のカルボキシル基含有の脂環や芳香環を有
するα，β－不飽和二重結合基含有カルボン酸類やその酸無水物類；
【００７６】
例えば、メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸１－ヒドロキシプ
ロピル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸３－ヒドロキ
シプロピル、（メタ）アクリル酸１－ヒドロキシブチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロ
キシブチル、（メタ）アクリル酸３－ヒドロキシブチル、（メタ）アクリル酸４－ヒドロ
キシブチル、（メタ）アクリル酸６－ヒドロキシヘキシル、（メタ）アクリル酸８－ヒド
ロキシオクチル、シクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリル酸エステル、（メタ
）アクリル酸１０－ヒドロキシデシル、（メタ）アクリル酸１２－ヒドロキシラウリル、
（メタ）アクリル酸エチル－α－（ヒドロキシメチル）、単官能（メタ）アクリル酸グリ
セロール、あるいは（メタ）アクリル酸グリシジルラウリン酸エステル、（メタ）アクリ
ル酸グリシジルオレイン酸エステル、（メタ）アクリル酸グリシジルステアリン酸エステ
ル等の脂肪酸エステル系（メタ）アクリル酸エステル、あるいは、２－（アクリロイルオ
キシ）エチル６－ヒドロキシヘキサノネート等の前記水酸基含有α，β－エチレン性不飽
和二重結合基含有化合物に対してε－カプロラクトンラクトンの開環付加により末端に水
酸基を有する（メタ）アクリル酸エステルや、前記水酸基含有α，β－エチレン性不飽和
二重結合基含有化合物に対してエチレンオキサイド、プロピレンオキサイド、ブチレンオ
キサイドなどのアルキレンオキサイドを繰り返し付加したアルキレンオキサイド付加（メ
タ）アクリル酸エステル等の水酸基含有の脂肪族（メタ）アクリル酸エステル類；
【００７７】
例えば、ヒドロキシエチルビニルエーテル、ヒドロキシプロピルビニルエーテル、ヒドロ
キシブチルビニルエーテル、ヒドロキシヘキシルビニルエーテル、ヒドロキシオクチルビ
ニルエーテル、ヒドロキシデシルビニルエーテル、ヒドロキシドデシルビニルエーテル、
ヒドロキシオクタデシルビニルエーテル、グリセリルビニルエーテル、トリエチレングリ
コールモノビニルエーテル、テトラエチレングリコールモノビニルエーテル、トリメチロ
ールプロパンモノビニルエーテル、ペンタエリスリトールモノビニルエーテル、あるいは
エチレンオキサイドやプロピレンオキサイド等のアルキレンオキサイドの繰り返し付加し
た末端に水酸基を有するアルキレンオキサイド付加系ビニルエーテル等の水酸基含有の脂
肪族ビニルエーテル類；
【００７８】
例えば、（メタ）アリルアルコール、イソプロペニルアルコール、ジメチル（メタ）アリ
ルアルコール、ヒドロキシエチル（メタ）アリルエーテル、ヒドロキシプロピル（メタ）
アリルエーテル、ヒドロキシブチル（メタ）アリルエーテル、ヒドロキシヘキシル（メタ
）アリルエーテル、ヒドロキシオクチル（メタ）アリルエーテル、ヒドロキシデシル（メ
タ）アリルエーテル、ヒドロキシドデシル（メタ）アリルエーテル、ヒドロキシオクタデ
シル（メタ）アリルエーテル、グリセリル（メタ）アリルエーテル、あるいはエチレンオ
キサイドやプロピレンオキサイド等のアルキレンオキサイドの繰り返し付加した末端に水
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酸基を有するアルキレンオキサイド付加系（メタ）アリルエーテル等の水酸基含有の脂肪
族（メタ）アリルアルコール類ないしは（メタ）アリルエーテル類；
【００７９】
　例えば、プロペンジオール、ブテンジオール、ヘプテンジオール、オクテンジオール、
ジ（メタ）アクリル酸グルセロール等の複数の水酸基を有するα，β－不飽和二重結合基
含有化合物類；
【００８０】
　例えば、Ｎ－ヒドロキシエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシプロピル（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシヘ
キシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシオクチル（メタ）アクリルアミド等の水
酸基含有の（メタ）アクリルアミド類；
【００８１】
　例えば、ビニルアルコール等の水酸基とビニル基を有する単量体類；
【００８２】
例えば、（メタ）アクリル酸１，２－シクロヘキサンジメタノール、（メタ）アクリル酸
１，３－シクロヘキサンジメタノール、（メタ）アクリル酸１，４－シクロヘキサンジメ
タノール、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシ－３－フェノキシメチル、（メタ）アクリ
ル酸２－ヒドロキシ－３－フェノキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシ－３－
フェノキシプロピル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシ－３－フェノキシブチル、（メ
タ）アクリル酸２－ヒドロキシ－３－フェノキシデシル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロ
キシ－３－フェノキシオクタデシル、（メタ）アクリル酸モノヒドロキシエチルフタレー
ト、（メタ）アクリル酸２－（４－ベンゾイル－３－ヒドロキシフェノキシ）エチル等の
水酸基とヘテロ環以外の環状構造を有する（メタ）アクリル酸エステル類；
【００８３】
例えば、２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオキシ｝エトキシベンゾフェ
ノン、２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオキシ｝ブトキシベンゾフェノ
ン、２,２'－ジヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオキシ｝エトキシベンゾフ
ェノン、２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオキシ｝エトキシ－４'－（
２－ヒドロキシエトキシ）ベンゾフェノン等の水酸基含有ベンゾフェノン系（メタ）アク
リル酸エステル類；
【００８４】
　例えば、２－（２'－ヒドロキシ－５'－（メタ）アクリロイルオキシエチルフェニル）
－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２'－ヒドロキシ－５'－（メタ）アクリロイルオキ
シエチルフェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２'－ヒドロキシ
－５'－（メタ）アクリロイルオキシプロピルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；
２－（２'－ヒドロキシ－５'－（メタ）アクリロイルオキシプロピルフェニル）－５－ク
ロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２'－ヒドロキシ－３'－ｔｅｒｔ－ブチル－５
'－（メタ）アクリロイルオキシエチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、及び２
－（２'－ヒドロキシ－３'－ｔｅｒｔ－ブチル－５'－（メタ）アクリロイルオキシエチ
ルフェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール等の水酸基含有ベンゾトリアゾー
ル系（メタ）アクリル酸エステル類；
【００８５】
例えば、２,４－ジフェニル－６－[２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオ
キシエトキシ｝]－Ｓ－トリアジン、２,４－ビス（２－メチルフェニル）－６－[２－ヒ
ドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオキシエトキシ｝]－Ｓ－トリアジン、２,４
－ビス（２－メトキシフェニル）－６－[２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロ
イルオキシエトキシ｝]－Ｓ－トリアジン、２,４－ビス（２－エチルフェニル）－６－[
２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオキシエトキシ｝]－Ｓ－トリアジン
、２,４－ビス（２－エトキシフェニル）－６－[２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）ア
クリロイルオキシエトキシ｝]－Ｓ－トリアジン、２,４－ビス（２,４－ジメチルフェニ
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ル）－６－[２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオキシエトキシ｝]－Ｓ－
トリアジン、２,４－ビス（２,４－ジエトキシルフェニル）－６－[２－ヒドロキシ－４
－｛２－（メタ）アクリロイルオキシエトキシ｝]－Ｓ－トリアジン、及び２,４－ビス（
２,４－ジエチルフェニル）－６－[２－ヒドロキシ－４－｛２－（メタ）アクリロイルオ
キシエトキシ｝）]－Ｓ－トリアジン等の水酸基含有トリアジン系（メタ）アクリル酸エ
ステル類；
【００８６】
例えば、（メタ）アクリル酸アシッドホスホオキシエチル、（メタ）アクリル酸アシッド
ホスホオキシプロピル、（メタ）アクリル酸アシッドホスホオキシブチル、（メタ）アク
リル酸－３－クロロ－２－アシッドホスホオキシエチル、（メタ）アクリル酸－３－クロ
ロ－２－アシッドホスホオキシプロピル、（メタ）アクリル酸－３－クロロ－２－アシッ
ドホスホオキシブチル、（メタ）アクリル酸アシッドホスホオキシエチレンオキサイド（
エチレンオキサイド付加モル数：４～１０）、（メタ）アクリル酸アシッドホスホオキシ
プロピレンオキサイド（プロピレンオキサイド付加モル数：４～１０）等のホスホン酸基
含有（メタ）アクリル酸エステル類；
【００８７】
例えば、（メタ）アクリロイルオキシジメチルエチルアンモニウムエチルサルフェート、
（メタ）アクリロイルアミノプロピルトリメチルアンモニウムサルフェート、（メタ）ア
クリロイルアミノプロピルトリエチルアンモニウムサルフェート等のスルホニル基含有の
（メタ）アクリル酸エステル類の金属塩やアンモニウム塩；
【００８８】
例えば、（メタ）アクリル酸Ｎ－メチルアミノエチル、（メタ）アクリル酸Ｎ－エチルア
ミノエチル、（メタ）アクリル酸Ｎ－プロピルアミノエチル、（メタ）アクリル酸Ｎ－ブ
チルアミノエチル、（メタ）アクリル酸Ｎ－トリブチルアミノエチル、（メタ）アクリル
酸テトラメチルピペリジニル、テトラメチルピペリジニルアクリレート等の１級、および
／または２級のアミノ基を有する（メタ）アクリル酸エステル類；
【００８９】
例えば、（メタ）アクリル酸ヒドラジド、２－（２－フリル）－３－（５－ニトロ－２－
フリル)（メタ）アクリル酸ヒドラジド、β－（２－フラニル）（メタ）アクリル酸Ｎ２
，Ｎ２－ビス（２－クロロエチル）ヒドラジド、ｐ－ビニルベンズヒドラジド、Ｎ‐（ｍ
‐ビニルフェニル）アクリロヒドラジド、４－ビニルベンゼンスルホン酸ヒドラジド、２
－[２－（５－ニトロ－２－フリル)ビニル]－４－-キノリンカルボヒドラジド等のヒドラ
ジノ基を有する（メタ）アクリル酸エステル類；
【００９０】
例えば、（メタ）アクリル酸ジメチルアミノエチル、（メタ）アクリル酸ジエチルアミノ
エチル、（メタ）アクリル酸ジメチルアミノプロピル、（メタ）アクリル酸ジエチルアミ
ノプロピル、ペンタメチルピペリジニル（メタ）アクリレート、４－（ピリミジン－２－
イル）ピペラジン－１－イル（メタ）アクリレート等の３級アミノ基を有する（メタ）ア
クリル酸エステル類；
【００９１】
例えば、イミド（メタ）アクリレート、２－（４－オキサゾリン－３－イル)エチル（メ
タ）アクリレート、ジ（メタ）アクリル酸エトキシ化イソシアヌル酸、トリ（メタ）アク
リル酸エトキシ化イソシアヌル酸、ε－カプロラクトン変性トリス－（２－アクリロイル
オキシエチル）イソシアヌレート、ジ（メタ）アクリル酸イソシアヌル酸エチレンオキサ
イド変性、トリ（メタ）アクリル酸イソシアヌル酸エチレンオキサイド変性等の窒素原子
以外に酸素原子を含むヘテロ環状構造を有する環状アミノ基含有（メタ）アクリル酸エス
テル類；
【００９２】
例えば、（メタ）アクリル酸（メタ）アリル、（メタ）アクリル酸１－ブテニル、（メタ
）アクリル酸２－ブテニル、（メタ）アクリル酸３－ブテニル、（メタ）アクリル酸１，
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３－メチル－３－ブテニル、（メタ）アクリル酸２－クロル２－プロペニル、（メタ）ア
クリル酸３－クロル２－プロペニル、（メタ）アクリル酸２－（２－プロペニルオキシ）
エチル、（メタ）アクリル酸２－プロペニルラクチル、（メタ）アクリル酸３，７－ジメ
チルオクタ－６－エン－１－イル、（メタ）アクリル酸（Ｅ）－３，７－ジメチルオクタ
－２，６－ジエン－１－イル、（メタ）アクリル酸ロジニル、（メタ）アクリル酸シンナ
ミル、（メタ）アクリル酸ビニル等のさらに不飽和基を含有する（メタ）アクリル酸エス
テル類；
【００９３】
例えば、（メタ）アクリル酸グリシジル、（メタ）アクリル酸（３，４－エポキシシクロ
ヘキシル）メチル、（メタ）アクリル酸（３－メチル－３－オキセタニル）メチル、（メ
タ）アクリル酸テトラヒドロフルフリル、（メタ）アクリル酸－２－オキソテトラヒドロ
ピラン－４－イル、（メタ）アクリル酸－４－メチル－２－オキソテトラヒドロピラン－
４－イル、（メタ）アクリル酸－４－エチル－２－オキソテトラヒドロピラン－４－イル
、（メタ）アクリル酸－４－プロピル－２－オキソテトラヒドロピラン－４－イル、（メ
タ）アクリル酸－５－オキソテトラヒドロフラン－３－イル、（メタ）アクリル酸－２，
２－ジメチル－５－オキソテトラヒドロフラン－３－イル、（メタ）アクリル酸－４，４
－ジメチル－５－オキソテトラヒドロフラン－３－イル、（メタ）アクリル酸－２－オキ
ソテトラヒドロフラン－３－イル、（メタ）アクリル酸－４，４－ジメチル－２－オキソ
テトラヒドロフラン－３－イル、（メタ）アクリル酸－５，５－ジメチル－２－オキソテ
トラヒドロフラン－３－イル、（メタ）アクリル酸－２－オキソテトラヒドロフラン－３
－イル、（メタ）アクリル酸－５－オキソテトラヒドロフラン－２－イルメチル、（メタ
）アクリル酸－３，３－ジメチル－５－オキソテトラヒドロフラン－２－イルメチル、（
メタ）アクリル酸－４，４－ジメチル－５－オキソテトラヒドロフラン－２－イルメチル
等の酸素原子を有するヘテロ環含有（メタ）アクリル酸エステル類；
【００９４】
例えば、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルメチルジメトキシシラン、３－（メタ
）アクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン、３－（メタ）アクリロイルオキシプ
ロピルトリプロポキシシラン、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルトリブトキシシ
シラン、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルメチルジメトキシシラン、３－（メタ
）アクリロイルオキシプロピルメチルジエトキシシラン、３－（メタ）アクリロイルオキ
シプロピルエチルジメトキシシラン、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルブチルジ
メトキシシラン、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルエチルジプロポキシシラン、
３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルメチルジエトキシシラン、３－（メタ）アクリ
ロイルオキシプロピルトリメトキシシラン、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルト
リエトキシシラン、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルトリプロポキシシラン等の
アルコキシシリル基含有（メタ）アクリル酸エステル類；
【００９５】
例えば、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸１－メチル－１－シク
ロペンチル、（メタ）アクリル酸１－エチル－１－シクロペンチル、（メタ）アクリル酸
１－イソプロピル－１－シクロペンチル、（メタ）アクリル酸１－メチル－１－シクロヘ
キシル、（メタ）アクリル酸１－エチル－１－シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸１－
イソプロピル－１－シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸１－エチル－１－シクロオクチ
ル、（メタ）アクリル酸ベンジル、（メタ）アクリル酸ｉｓｏ－ボルニル、（メタ）アク
リル酸フェニル、（メタ）アクリル酸２－フェノキシエチル、（メタ）アクリル酸２－オ
キソ－１，２－フェニルエチル、（メタ）アクリル酸２－オキソ－１，２－ジフェニルエ
チル、（メタ）アクリル酸１－ナフチル、（メタ）アクリル酸２－ナフチル、（メタ）ア
クリル酸１－ナフチルメチル、（メタ）アクリル酸１－アントリル、（メタ）アクリル酸
２－アントリル、（メタ）アクリル酸９－アントリル、（メタ）アクリル酸９－アントリ
ルメチル、（メタ）アクリル酸２－メチルアダマンチル－２－イル、（メタ）アクリル酸
ジシクロペンタニル、（メタ）アクリル酸ジシクロペンテニル、（メタ）アクリル酸ジシ
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クロペンテニルオキシエチル、（メタ）アクリル酸２－エチルアダマンチル－２－イル、
（メタ）アクリル酸２－ｎ－プロピルアダマンチル－２－イル、（メタ）アクリル酸２－
イソプロピルアダマンチル－２－イル、（メタ）アクリル酸１－（アダマンタン－１－イ
ル）－１－メチルエチル、（メタ）アクリル酸１－（アダマンタン－１－イル）－１－エ
チルエチル、（メタ）アクリル酸１－（アダマンタン－１－イル）－１－メチルプロピル
、（メタ）アクリル酸１－（アダマンタン－１－イル）－１－エチルプロピル、（メタ）
アクリル酸－５－オキソ－４－オキサ－トリシクロ［４．２．１．０3,7］ノナ－２－イ
ル、（メタ）アクリル酸－５－オキソ－４－オキサ－トリシクロ［５．２．１．０3,8］
デカ－２－イル、（メタ）アクリル酸ジヒドロ－α－ターピニル、（メタ）アクリル酸－
６－オキソ－７－オキサ－ビシクロ［３．２．１］オクタ－２－イル、（メタ）アクリル
酸－７－オキソ－８－オキサ－ビシクロ［３．３．１］オクタ－２－イル、２－（メタ）
アクリロイルオキシエチルフタレート、２－（メタ）アクリロイルオキシプロピルフタレ
ート、２－（メタ）アクリロイルオキシブチルフタレート、２－（メタ）アクリロイルオ
キシヘキシルフタレート、２－（メタ）アクリロイルオキシオクチルフタレート、２－（
メタ）アクリロイルオキシデシルフタレート、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルヘ
キサヒドロフタレート、（メタ）アクリル酸（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチル
、（メタ）アクリル酸－ｏ－２－プロペニルフェニル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシ
ルグリシジルエーテル、（メタ）アクリル酸フェニルグリシジルエーテル等の（メタ）ア
クリル酸環状エステル類；
【００９６】
　例えば、（メタ）アクリル酸スルホフェノキシエチル、（メタ）アクリル酸スルホシク
ロヘキシル、（メタ）アクリル酸スルホベンジル、等のスルホニル基含有の（メタ）アク
リル酸環状エステル類；
【００９７】
例えば、（メタ）アクリロイルオキシエチルジメチルベンジルアンモニウム－ｐ－トルエ
ンスルホネート、（メタ）アクリロイルオキシエチルトリメチルアンモニウム－ｐ－トル
エンスルホネート、（メタ）アクリロイルアミノプロピルトリメチルアンモニウム－ｐ－
トルエンスルホネート、フェニル－２－（メタ）アクリロイルオキシエチルホスフェート
等のスルホニル基含有の（メタ）アクリル酸環状エステル類の金属塩やアンモニウム塩類
；
【００９８】
例えば、ジ（メタ）アクリル酸エチレンオキサイド、ジ（メタ）アクリル酸トリエチレン
オキサイド、ジ（メタ）アクリル酸テトラエチレンオキサイド、ジ（メタ）アクリル酸ポ
リエチレンオキサイド、ジ（メタ）アクリル酸プロピレンオキサイド、ジ（メタ）アクリ
ル酸ジプロピレンオキサイド、ジ（メタ）アクリル酸トリプロピレンオキサイド、ジ（メ
タ）アクリル酸ポリプロピレンオキサイド、ジ（メタ）アクリル酸ブテンオキサイド、ジ
（メタ）アクリル酸ペンテンオキサイド、ジ（メタ）アクリル酸２，２－ジメチルプロピ
ル、ジ（メタ）アクリル酸ヒドロキシピバリルヒドロキシピバレート、ジ（メタ）アクリ
ル酸ヒドロキシピバリルヒドロキシピバレートジカプロラクトネート、ジ（メタ）アクリ
ル酸１，６－ヘキサンジオール、ジ（メタ）アクリル酸１，２－ヘキサンジオール、ジ（
メタ）アクリル酸１，５－ヘキサンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２，５－ヘキサンジ
オール、ジ（メタ）アクリル酸１，７－ヘプタンジオール、ジ（メタ）アクリル酸１，８
－オクタンジオール、ジ（メタ）アクリル酸１，２－オクタンジオール、ジ（メタ）アク
リル酸１，９－ノナンジオール、ジ（メタ）アクリル酸１，２－デカンジオール、ジ（メ
タ）アクリル酸１，１０－デカンジオール、ジ（メタ）アクリル酸１，２－デカンジオー
ル、ジ（メタ）アクリル酸１，１２－ドデカンジオール、ジ（メタ）アクリル酸１，２－
ドデカンジオール、ジ（メタ）アクリル酸１，１４－テトラデカンジオール、ジ（メタ）
アクリル酸１，２－テトラデカンジオール、ジ（メタ）アクリル酸１，１６－ヘキサデカ
ンジオール、ジ（メタ）アクリル酸１，２－ヘキサデカンジオール、ジ（メタ）アクリル
酸２－メチル－２，４－ペンタンジオール、ジ（メタ）アクリル酸３－メチル－１，５－
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ペンタンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２－メチル－２-プロピル－１，３－プロパン
ジオール、ジ（メタ）アクリル酸２，４－ジメチル－２，４－ペンタンジオール、ジ（メ
タ）アクリル酸２，２－ジエチル－１，３－プロパンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２
，２，４－トリメチル-１，３-ペンタンジオール、ジ（メタ）アクリル酸ジメチロールオ
クタン、ジ（メタ）アクリル酸２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、ジ（メタ）アク
リル酸２，５－ジメチル－２，５－ヘキサンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２-メチル
－１，８－オクタンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２－ブチル－２－エチル－１，３-
プロパンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２，４－ジエチル－１，５－ペンタンジオール
、ジ（メタ）アクリル酸２－メチル－２-プロピル－１，３－プロパンジオール、ジ（メ
タ）アクリル酸２，４－ジメチル－２，４－ペンタンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２
，２－ジエチル－１，３－プロパンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２，２，４－トリメ
チル－１，３－ペンタンジオール、ジ（メタ）アクリル酸ジメチロールオクタン、ジ（メ
タ）アクリル酸２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２，５－
ジメチル－２，５－ヘキサンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２－ブチル－２-エチル－
１，３－プロパンジオール、ジ（メタ）アクリル酸２，４－ジエチル－１，５－ペンタン
ジオール、ジ（メタ）アクリル酸１，１，１－トリスヒドロキシメチルエタン等の２官能
（メタ）アクリル酸エステル類；
【００９９】
例えば、トリ（メタ）アクリル酸１，２，３－プロパントリオール、トリ（メタ）アクリ
ル酸１，２，３－プロパントリオール、トリ（メタ）アクリル酸２－メチルペンタン－２
，４－ジオール、トリ（メタ）アクリル酸２－メチルペンタン－２，４－ジオールトリカ
プロラクトネート、トリ（メタ）アクリル酸２，２－ジメチルプロパン－１，３－ジオー
ル、トリ（メタ）アクリル酸トリメチロールプロパン、トリ（メタ）アクリル酸エトキシ
化トリメチロールプロパン、トリ（メタ）アクリル酸プロポキシ化トリメチロールプロパ
ン、トリ（メタ）アクリル酸ブトキシ化トリメチロールプロパン、トリ（メタ）アクリル
酸トリメチロールヘキサン、トリ（メタ）アクリル酸エトキシ化トリメチロールヘキサン
、トリ（メタ）アクリル酸プロポキシ化トリメチロールヘキサン、アクリル酸ブトキシ化
トリメチロールヘキサン、トリ（メタ）アクリル酸トリメチロールオクタン、トリ（メタ
）アクリル酸エトキシ化トリメチロールオクタン、トリ（メタ）アクリル酸プロポキシ化
トリメチロールオクタン、トリ（メタ）アクリル酸ブトキシ化トリメチロールオクタン、
トリ（メタ）アクリル酸２，２－ビス（ヒドロキシメチル）１，３－プロパンジオール、
トリ（メタ）アクリル酸１，１，１－トリスヒドロキシメチルエタン、トリ（メタ）アク
リル酸１，１，１－トリスヒドロキシメチルプロパン、トリ（メタ）アクリル酸ペンタエ
リスリトール等の３官能（メタ）アクリル酸エステル類；
【０１００】
例えば、テトラ（メタ）アクリル酸ペンタエリスリトール、テトラ（メタ）アクリル酸エ
トキシ化ペンタエリスリトール、テトラ（メタ）アクリル酸ジトリメチロールプロパン、
ヘキサ（メタ）アクリル酸ジペンタエリスリトール、テトラ（メタ）アクリル酸２，２－
ビス（ヒドロキシメチル）１，３－プロパンジオール、テトラ（メタ）アクリル酸２，２
－ビス（ヒドロキシメチル）１，３－プロパンジオールテトラカプロラクトネート、テト
ラ（メタ）アクリル酸ジ１，２，３－プロパントリオール、テトラ（メタ）アクリル酸ジ
２－メチルペンタン－２，４－ジオール、テトラ（メタ）アクリル酸ジ２－メチルペンタ
ン－２，４－ジオールテトラカプロラクトネート、テトラ（メタ）アクリル酸ジ２，２－
ジメチルプロパン－１，３－ジオール、テトラ（メタ）アクリル酸ジトリメチロールブタ
ン、テトラ（メタ）アクリル酸ジトリメチロールヘキサン、テトラ（メタ）アクリル酸ジ
トリメチロールオクタン、テトラ（メタ）アクリル酸ジ２，２－ビス（ヒドロキシメチル
）１，３－プロパンジオール、ヘキサ（メタ）アクリル酸ジ２，２－ビス（ヒドロキシメ
チル）１，３－プロパンジオール、ヘキサ（メタ）アクリル酸トリ２，２－ビス（ヒドロ
キシメチル）１，３－プロパンジオール、ヘプタ（メタ）アクリル酸トリ２，２－ビス（
ヒドロキシメチル）１，３－プロパンジオール、オクタ（メタ）アクリル酸トリ２，２－
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ビス（ヒドロキシメチル）１，３－プロパンジオール、ヘプタ（メタ）アクリル酸ジ２，
２－ビス（ヒドロキシメチル）１，３－プロパンジオールポリアルキレンオキサイド等の
多官能（メタ）アクリル酸エステル類；
【０１０１】
　例えば、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エチル（
メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ
）アクリルアミド、Ｎ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリル
アミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘキシル（メタ）アクリル
アミド、Ｎ－オクチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ノニル（メタ）アクリルアミド、Ｎ
－トリコシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ノナデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ド
コシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチレン（メタ）アクリルアミド、Ｎ－トリデシル
（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（５，５－ジメチルヘキシル）（メタ）アクリルアミド、
クロトンアミド、マレインアミド、フマルアミド、メサコンアミド、シトラコンアミド、
イタコンアミド、２－メチルプロパ－２－エノイルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル－（メタ）アクリルアミド、Ｎ－［３－（Ｎ’，Ｎ’－
ジメチルアミノ）プロピル］－（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（ジブチルアミノメチル）
（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ビニルメタンアミド、Ｎ－ビニルアセトアミドなどの脂肪
族系の（メタ）アクリルアミド類；
【０１０２】
例えば、Ｎ－メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシエチル（メタ）アク
リルアミド、Ｎ－メトキシプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシブチル（メタ
）アクリルアミド、Ｎ－メトキシヘキシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシオクチ
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシ
ドデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシオクタデシル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－エトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エトキシエチル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－エトキシプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エトキシブチル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－エトキシヘキシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エトキシオクチル（メタ
）アクリルアミド、Ｎ－イソプロポキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロポ
キシエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロポキシプロピル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－イソプロポキシブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロポキシヘキシル（
メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロポキシオクチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブト
キシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－
ブトキシプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシブチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－ブトキシヘキシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシオクチル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－イソブトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソブトキシエチル（
メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソブトキシプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソブ
トキシブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソブトキシヘキシル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－イソブトキシオクチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（ペントキシメチル）（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ－１－メチル－２－メトキシエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ
，Ｎ－ジ（メトキシメチル）メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシメチル）（メ
タ）アクリルアミド等のＮ－アルコキシ基含有の（メタ）アクリルアミド類；
【０１０３】
例えば、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、ジエチルアミノエチル（メタ）
アクリルアミド、ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、ジエチルアミノプロ
ピル（メタ）アクリルアミドなどの３級のアミノ基を有する（メタ）アクリルアミド類；
【０１０４】
　例えば、Ｎ－(２－オキソブタノイルエチル)（メタ）アクリルアミド、Ｎ－(２－オキ
ソブタノイルプロピル)（メタ）アクリルアミド、Ｎ－(２－オキソブタノイルブチル)（
メタ）アクリルアミド、Ｎ－(２－オキソブタノイルヘキシル)（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－(２－オキソブタノイルオクチル)（メタ）アクリルアミド、ダイアセトン（メタ）ア



(21) JP 6464803 B2 2019.2.6

10

20

30

40

50

クリルアミド等のカルボニル基を有する（メタ）アクリルアミド類；
【０１０５】
例えば、（メタ）アクリルアミドスルホン酸、ｔｅｒｔ－ブチル－（メタ）アクリルアミ
ドスルホン酸、（メタ）アクリルアミド－２－メチル－１－プロパンスルホン酸等のスル
ホン酸含有の（メタ）アクリルアミド類；
【０１０６】
例えば、Ｎ－（４－カルバモイルフェニル）（メタ）アクリルアミド、β－（２－フリル
）（メタ）アクリルアミド、２，３－ビス（２－フリル）アクリルアミド、Ｎ－（９Ｈ－
フルオレン－２－イル）（メタ）アクリルアミド、Ｎ－[（Ｒ）－１－フェニルエチル] 
（メタ）アクリルアミド、Ｎ－[（Ｓ）－１－フェニルエチル] （メタ）アクリルアミド
、（Ｚ）－Ｎ－メチル－３－（フェニル）（メタ）アクリルアミド、（Ｚ）－３－（フェ
ニル）（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル－３－フェニル（メタ）アクリルアミ
ド、（Ｚ）－Ｎ，Ｎ－ジメチル－３－（フェニル）（メタ）アクリルアミド等の環状構造
含有の（メタ）アクリルアミド類
【０１０７】
例えば、４－アクリロイルモルホリン、Ｎ－[２－（１Ｈ－イミダゾール－５－イル）エ
チル] （メタ）アクリルアミド、Ｎ－（オキセタン－３－イルメトキシメチル）（メタ）
アクリルアミド、Ｎ－（オキセタン－２－イルメトキシメチル）（メタ）アクリルアミド
等のヘテロ環状アクリルアミド類；
【０１０８】
例えば、ギ酸ビニル、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、カプリン酸ビニル
、ラウリン酸ビニル、バーサチック酸ビニル、ピバリン酸ビニル、パルミチン酸ビニル、
ステアリン酸ビニル等のカルボン酸のビニルエステル類；
【０１０９】
例えば、コハク酸ビニルフェニルノニル、ヘキサヒドロフタル酸ビニルフェニルメチルデ
シル、テレフタル酸ビニルフェニルエチルドデシルなどのジカルボン酸のモノ長鎖アルキ
ルエステル系環状単量体類；
【０１１０】
例えば、アセト酢酸ビニル、アセトプロピオン酸ビニル、アセトイソ酪酸ビニル、アセト
酪酸ビニル、アセトバレリン酸ビニル、アセトヘキサン酸ビニル、アセト２－エチルヘキ
サン酸ビニル、アセトｎ－オクタン酸ビニル、アセトデカン酸ビニル、アセトドデカン酸
ビニル、アセトオクタデカン酸ビニル、アセトピバリン酸ビニル、アセトカプリン酸ビニ
ル、アセトクロトン酸ビニル、アセトソルビン酸ビニル、プロパノイル酢酸ビニル、ブチ
リル酢酸ビニル、イソブチリル酢酸ビニル、パルミトイル酢酸ビニル、ステアロイル酢酸
ビニル、ピルボイル酢酸ビニル、プロパノイルバレリン酸ビニル、ブチリルバレリン酸ビ
ニル、イソブチリルバレリン酸ビニル、パルミトイルバレリン酸ビニル、ステアロイルバ
レリン酸ビニル、ピルボイルバレリン酸ビニル、２－アセトアセトキシエチルビニルエー
テル、２－アセトアセトキシブチルビニルエーテル、２－アセトアセトキシヘキシルビニ
ルエーテル、２－アセトアセトキシオクチルビニルエーテル等のアシル基を有する脂肪族
系のビニル化合物類；
【０１１１】
例えば、ベンゾイル蟻酸ビニル、ベンゾイル酢酸ビニル、ベンゾイルプロピオン酸ビニル
、ベンゾイル酪酸ビニル、ベンゾイルバレリン酸ビニル、ベンゾイルヘキサン酸ビニル、
ベンゾイルドデカン酸ビニル、１－ナフトイル酢酸ビニル、１－ナフトイルプロピオン酸
ビニル、１－ナフトイル酪酸ビニル、１－ナフトイルバレリン酸ビニル、１－ナフトイル
ヘキサン酸ビニル、２－ナフトイル酢酸ビニル、２－ナフトイルプロピオン酸ビニル、２
－ナフトイル酪酸ビニル、２－ナフトイルバレリン酸ビニル、２－ナフトイルヘキサン酸
ビニル、ニコチノイル酢酸ビニル、ニコチノイルプロピオン酸ビニル、ニコチノイル酪酸
ビニル、ニコチノイルバレリン酸ビニル、ニコチノイルヘキサン酸ビニル、ニコチノイル
デカン酸ビニル、ニコチノイルドデカン酸ビニル、イソニコチノイル酢酸ビニル、イソニ
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コチノイルプロピオン酸ビニル、イソニコチノイル酪酸ビニル、イソニコチノイルバレリ
ン酸ビニル、イソニコチノイルヘキサン酸ビニル、イソニコチノイルデカン酸ビニル、イ
ソニコチノイルドデカン酸ビニル、２－フロイル酢酸ビニル、２－フロイルプロピオン酸
ビニル、２－フロイル酪酸ビニル、２－フロイルバレリン酸ビニル、２－フロイルヘキサ
ン酸ビニル、２－フロイルデカン酸ビニル、２－フロイルドデカン酸ビニル、３－フロイ
ル酢酸ビニル、３－フロイルプロピオン酸ビニル、３－フロイル酪酸ビニル、３－フロイ
ルバレリン酸ビニル、３－フロイルヘキサン酸ビニル、３－フロイルデカン酸ビニル、３
－フロイルドデカン酸ビニル、アントラニロイル酢酸ビニル、アントラニロイルプロピオ
ン酸ビニル、アントラニロイル酪酸ビニル、アントラニロイルバレリン酸ビニル、アント
ラニロイルヘキサン酸ビニル、アントラニロイルデカン酸ビニル、アントラニロイルドデ
カン酸ビニル、４－（２－ｔ－エトキシカルボニルエチルオキシ）スチレン、４－（２－
ｔ－ブトキシカルボニルエチルオキシ）スチレン、４－（２－ｔ－ブトキシカルボニルプ
ロピルオキシ）スチレン等のアシル基を有する芳香族系のビニル化合物類；
【０１１２】
例えば、４－ビニル安息香酸ヘキシル、４－ビニル安息香酸オクチル、４－ビニル安息香
酸ノニル、４－ビニル安息香酸デシル、４－ビニル安息香酸ドデシル、４－ビニル安息香
酸テトラデシル、４－ビニル安息香酸ヘキサデシル、４－ビニル安息香酸オクタデシル、
４－ビニル安息香酸エイコシル、４－ビニル安息香酸ドコシル、４－イソプロペニル安息
香酸ヘキシル、４－イソプロペニル安息香酸オクチル、４－イソプロペニル安息香酸ノニ
ル、４－イソプロペニル安息香酸デシル、４－イソプロペニル安息香酸ドデシル、４－イ
ソプロペニル安息香酸テトラデシル、４－イソプロペニル安息香酸ヘキサデシル、４－イ
ソプロペニル安息香酸オクタデシル、４－イソプロペニル安息香酸エイコシル、４－イソ
プロペニル安息香酸ドコシルなどの長鎖アルキル基を有するビニル安息香酸エステル系ま
たはイソプロペニル安息香酸エステル系単量体類；
【０１１３】
例えば、コハク酸ビニルフェニルポリ（エチレンオキサイド）、ヘキサヒドロフタル酸ビ
ニルフェニルメチルポリ（エチレンオキサイド）、テレフタル酸ビニルフェニルエチルポ
リ（エチレンオキサイド）などのジカルボン酸のモノポリアルキレンオキサイドエステル
；
　４－ビニル安息香酸メチルポリ（エチレンオキサイド）、４－ビニル安息香酸エチルポ
リ（エチレンオキサイド）、４－イソプロペニル安息香酸メチルポリ（プロピレンオキサ
イド）、４－イソプロペニル安息香酸エチルポリ（プロピレンオキサイド）などのポリア
ルキレンオキサイド部位を有するビニル安息香酸エステル系またはイソプロペニル安息香
酸エステル系単量体類；
【０１１４】
例えば、塩化ビニル、塩化ビニリデン、アリルクロライド等のハロゲン化ビニル類；
【０１１５】
例えば、ビニルアミン、メチルビニルアミン、エチルビニルアミン、プロピルビニルアミ
ン、ブチルビニルアミン、２－ビニルイミダゾール、２－ビニルピペラジン、４－ビニル
ピペラジン、２－ビニルピリジン、３－ビニルピリジン、４－ビニルピリジン、６－メチ
ル－２－エテニルピリジン、２－ビニルピロール、２－メチル－５－ビニル－１Ｈ－ピロ
ール、２－ビニルピラジン、２－メチル－５－ビニルピラジン、２－メチル－６－ビニル
ピラジン、２，５－ジメチル－３－ビニルピラジン、２－ビニルピリミジン、２－ビニル
ピリダジン、２－ビニル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール、２－ビニル－５，６－ジメチル－
１Ｈ－ベンゾイミダゾール、２－ビニルインダゾール、２－ビニルキノリン、４－ビニル
キノリン、２－ビニルイソキノリン、２－ビニルイソキサリン、２－ビニルキノキサリン
、２－ビニルキナゾリン、２－ビニルシンノリン、２，３－ジビニルピリジン、２，４－
ジビニルピリジン、２，５－ジビニルピリジン、２，６－ジビニルピリジン等の１級、お
よび／または２級のアミノ基を有するビニル化合物類；
【０１１６】
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例えば、１－ビニルピロール、１－ビニル－２－イミダゾリン、１－ビニル－２－メチル
－２－イミダゾリン、１－ビニルイミダゾール、１－ビニル－１Ｈ－ピラゾール、１－ビ
ニル－３，５―ジメチル―１Ｈ－ピラゾール、３－メチル－５－フェニル－１－ビニルピ
ラゾール、１－ビニルインドール、１－ビニル－２－メチル－１Ｈ－インドール、１－ビ
ニルイソインドール、１－ビニル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール、１－ビニルインダゾール
、１－ビニルキノリン、１－ビニルイソキサリン、１－ビニルキナゾリン、１－ビニルシ
ンノリン、１－ビニルカルバゾール、１，１'－ジビニル－２，２'－ビ（１Ｈ－イミダゾ
ール）、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－ε－カプロラクタム、１－ビニルピ
リジン－２（１Ｈ）－オン、１－ビニル－２（１Ｈ）－ピリジンチオン等の窒素原子含有
のヘテロ環を有するビニル基含有化合物類；
【０１１７】
例えば、１－ベンジル－２－ビニルピペラジン、１－ベンジル－３－ビニルピペラジン、
１、４－ジメチル－３－ビニルピペラジン、２－ビニル－４，６－ジアミノ－１，３，５
－トリアジン、６－ビニル－１，３，５―ジメチル―２，４－ジアミン、３－ビニル－１
，２，４，５－テトラジン等の窒素原子含有の六員環を有するビニル基含有化合物類；
【０１１８】
例えば、１－ビニル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール、１－ビニル－５，６－ジメチル－１Ｈ
－ベンゾイミダゾール、１－ビニルインダゾール、１－ビニルキノリン、１－ビニルキノ
リン、１－ビニルイソキノリン、１－ビニルイソキサリン、１－ビニルキノキサリン、１
－ビニルキナゾリン、１－ビニルシンノリン、１－（メタ）アリル－１Ｈ－ベンゾイミダ
ゾール、１－（メタ）アリル－３－メチル－１Ｈ－インダゾール、１－（メタ）アリル－
４－メチル－１Ｈ－インダゾール、Ｎ－（メタ）アリルキノリン－４－アミン、ジ（メタ
）アリルキノリン、１，２－ジ（メタ）アリル－１，２－ジヒドロイソキノリン等の窒素
原子含有のヘテロ多環系エテニル基含有化合物類；
【０１１９】
例えば、１－メチル－４，５－ジビニル－１Ｈ－イミダゾール等の窒素原子含有のヘテロ
環構造と二個以上のビニル基を有する化合物類；
【０１２０】
例えば、スチレン、α－メチルスチレン、２－メチルスチレン、３－メチルスチレン、４
－メチルスチレン、２－メトキシスチレン、３－メトキシスチレン、４－メトキシスチレ
ン、４－ｔ－ブトキシスチレン、４－ｔ－ブトキシ－α－メチルスチレン、４－（２－エ
チル－２－プロポキシ）スチレン、４－（２－エチル－２－プロポキシ）－α－メチルス
チレン、４－（１－エトキシエトキシ）スチレン、４－（１－エトキシエトキシ）－α－
メチルスチレン、１－ブチルスチレン、１－クロロ－４－イソプロペニルベンゼンなどの
芳香族ビニル系単量体類；
【０１２１】
例えば、スチレンスルホン酸、２－プロペニルオキシベンゼンスルホン酸、２－メチル－
２－プロペニルオキシベンゼンスルホン酸等のアルケニル基含有環状スルホン酸類；
【０１２２】
例えば、ビニルスルホン酸アンモニウム、ビニルスルホン酸ナトリウム、ビニルスルホン
酸カリウム、ナトリウムビニルアルキルスルホサクシネート等の金属塩やアンモニウム塩
類；
２－メチル－２－プロペニルスルホン酸アンモニウム、２－メチル－２－プロペニルスル
ホン酸ナトリウム、２－メチル－２－プロペニルスルホン酸カリウム等の２－メチル－２
－プロペニルスルホン酸の金属塩やアンモニウム塩類；
【０１２３】
例えば、スチレンスルホン酸アンモニウム、スチレンスルホン酸モノメチルアンモニウム
、スチレンスルホン酸ジメチルアンモニウム、スチレンゼンスルホン酸トリメチルアンモ
ニウム、スチレンスルホン酸テトラメチルアンモニム、スチレンスルホン酸エチルアンモ
ニウム、スチレンスルホン酸ジエチルアンモニウム、スチレンスルホン酸トリエチルアン
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モニウム、スチレンスルホン酸テトラエチルアンモニウム、スチレンスルホン酸プロピル
アンモニウム、スチレンスルホン酸ジプロピルアンモニウム、スチレンスルホン酸トリプ
ロピルアンモニウム、スチレンスルホン酸ブチルアンモニウム、スチレンスルホン酸ペン
チルアンモニウムまたはスチレンスルホン酸ヘキシルアンモニウム等のスチレンスルホン
酸のアンモニウム塩類；
スチレンスルホン酸ナトリウム、スチレンスルホン酸カリウム、スチレンスルホン酸リチ
ウム、スチレンスルホン酸マグネシウム、スチレンスルホン酸亜鉛、スチレンスルホン酸
鉄等のスチレンスルホン酸の金属塩類；
ビニルオキシベンゼンスルホン酸アンモニウム、ビニルオキシベンゼンスルホン酸ナトリ
ウム、ビニルオキシベンゼンスルホン酸カリウム等のアルケニル基含有ビニルオキシベン
ゼンスルホン酸の金属塩やアンモニウム塩類；
２－メチル－２－プロペニルオキシベンゼンスルホン酸アンモニウム、２－メチル－２－
プロペニルオキシベンゼンスルホン酸ナトリウム、２－メチル－２－プロペニルオキシベ
ンゼンスルホン酸カリウム等の２－メチル－２－プロペニルオキシベンゼンスルホン酸の
金属塩やアンモニウム塩類等が挙げられる。
【０１２４】
例えば、２－ビニルチアゾ－ル、４－メチル－５－ビニルチアゾール、２－ビニルベンゾ
チアゾール、２－[２－（１－ナフチル）ビニル]ベンゾチアゾール、２－[２－（ジメチ
ルアミノ）ビニル]ベンゾチアゾール等の窒素原子以外に硫黄原子を含むヘテロ環状構造
を有するビニル基含有化合物類；
【０１２５】
例えば、１－メチル－４，５－ジビニル－１Ｈ－イミダゾール等の窒素原子含有のヘテロ
環構造と二個以上のビニル基を有する化合物類；
例えば、メチルビニルエーテル、エチルビニルエーテル、２－クロロビニルエーテル、ｎ
－プロピルビニルエーテル、アリルビニルエーテル、イソプロピルビニルエーテル、ｎ－
ブチルビニルエーテル、イソブチルビニルエーテル、イソブチルビニルエーテル、ｔｅｒ
ｔ－ブチルビニルエーテル、ｎ－ペンチルビニルエーテル、イソペンチルビニルエーテル
、ｔｅｒｔ－ペンチルビニルエーテル、ｎ－ヘキシルビニルエーテル、イソヘキシルビニ
ルエーテル、２－エチルブチルビニルエーテル、２－エチルヘキシルビニルエーテル、ｎ
－ヘプチルビニルエーテル、ｎ－オクチルビニルエーテル、イソオクチルビニルエーテル
、ノニルビニルエーテル、デシルビニルエーテル、ドデシルビニルエーテル、ヘキサンデ
シルビニルエーテル、オクタデシルビニルエーテル、エトキシメチルビニルエーテル、２
－メトキシエチルビニルエーテル、２－エトキシエチルビニルエーテル、２－ブトキシエ
チルビニルエーテル、アセトキシメチルビニルエーテル、２－アセトキシエチルビニルエ
ーテル、３－アセトキシプロピルビニルエーテル、４－アセトキシブチルビニルエーテル
、４－エトキシブチルビニルエーテル、２－（２－メトキシエトキシ）エチルビニルエー
テル、３－ヒドロキシプロピルビニルエーテル、４－ヒドロキシブチルビニルエーテル、
５－ヒドロキシペンチルビニルエーテル、６－ヒドロキシヘキシルビニルエーテル、ジエ
チレングリコールメチルビニルエーテル、ジエチレングリコールエチルビニルエーテル、
ジエチレングリコールブチルビニルエーテルなどの脂肪族ビニルエーテル類；
【０１２６】
例えば、エチレングリコールジビニルエーテル、ジエチレングリコールジビニルエーテル
（ＤＥＧＶＥ）、トリエチレングリコールジビニルエーテル、テトラエチレングリコール
ジビニルエーテル、ポリエチレングリコールジビニルエーテル、プロピレングリコールジ
ビニルエーテル、ジプロピレングリコールジビニルエーテル、トリプロピレングリコール
ジビニルエーテル、ポリプロピレングリコールジビニルエーテル、ブタンジオールジビニ
ルエーテル、ネオペンチルグリコールジビニルエーテル、ヘキサンジオールジビニルエー
テル、ノナンジオールジビニルエーテル、ハイドロキノンジビニルエーテル、１，４－シ
クロヘキサンジオールジビニルエーテル（ＣＨＯＤＶＥ）、１，４－シクロヘキサンジメ
タノールジビニルエーテル（ＣＨＤＶＥ）、トリメチロールプロパントリビニルエーテル
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、エチレンオキサイド付加トリメチロールプロパントリビニルエーテル（ＴＭＰＥＯＴＶ
Ｅ）、エペンタエリスリトールテトラビニルエーテル、エチレンオキサイド付加ペンタエ
リスリトールテトラビニルエーテル、ジトリメチロールプロパンテトラビニルエーテル、
ジペンタエリスリトールヘキサビニルエーテル等の多官能のビニルエーテル類；
【０１２７】
例えば、パーフルオロビニル、パーフルオロプロペン、パーフルオロ(プロピルビニルエ
ーテル)、フッ化ビニリデンなどのフッ素含有ビニル系化合物類；
【０１２８】
例えば、シクロヘキシルビニルエーテル、シクロキシルメチルビニルエーテル、シクロヘ
キシルエチルビニルエーテル、メンチルビニルエーテル、テトラヒドロフルフリルビニル
エーテル、ノルボルネニルビニルエーテル、１－アダマンチルビニルエーテル、２－アダ
マンチルビニルエーテル、フェニルビニルエーテル、ベンジルビニルエーテル、１－ナフ
チルビニルエーテル、２－ナフチルビニルエーテル等の環状ビニルエーテル類；
【０１２９】
例えば、ビニルフェニルペンチルエーテル、ビニルフェニルヘキシルエーテル、ビニルフ
ェニルヘプチルエーテル、ビニルフェニルオクチルエーテル、ビニルフェニルノニルエー
テル、ビニルフェニルデシルエーテル、ビニルフェニルウンデシルエーテル、ビニルフェ
ニルドデシルエーテル、ビニルフェニルトリデシルエーテル、ビニルフェニルテトラデシ
ルエーテル、ビニルフェニルペンタデシルエーテル、ビニルフェニルヘキサデシルエーテ
ル、ビニルフェニルヘプタデシルエーテル、ビニルフェニルオクタデシルエーテル、ビニ
ルフェニルノナデシルエーテル、ビニルフェニルエイコシルエーテル、ビニルフェニルヘ
ンエイコシルエーテル、ビニルフェニルドコシルエーテル、ビニルフェニルメチルブチル
エーテル、ビニルフェニルメチルペンチルエーテル、ビニルフェニルメチルヘキシルエー
テル、ビニルフェニルメチルヘプチルエーテル、ビニルフェニルメチルオクチルエーテル
、ビニルフェニルメチルノニルエーテル、ビニルフェニルメチルデシルエーテル、ビニル
フェニルメチルウンデシルエーテル、ビニルフェニルメチルドデシルエーテル、ビニルフ
ェニルメチルトリデシルエーテル、ビニルフェニルメチルテトラデシルエーテル、ビニル
フェニルメチルペンタデシルエーテル、ビニルフェニルメチルヘキサデシルエーテル、ビ
ニルフェニルメチルヘプタデシルエーテル、ビニルフェニルメチルオクタデシルエーテル
、ビニルフェニルメチルノナデシルエーテル、ビニルフェニルメチルエイコシルエーテル
、ビニルフェニルメチルヘンエイコシルエーテル、ビニルフェニルメチルドコシルエーテ
ルなどの長鎖アルキル基を有する芳香族ビニルエーテル系単量体類；
【０１３０】
例えば、テトラ（エチレンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、メチルテトラ（エチレ
ンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、エチルテトラ（エチレンオキサイド）ビニルフ
ェニルエーテル、プロピルテトラ（エチレンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、ｎ－
ブチルテトラ（エチレンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、ｎ－ペンチルテトラ（エ
チレンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、テトラ（プロピレンオキサイド）ビニルフ
ェニルエーテル、メチルテトラ（プロピレンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、エチ
ルテトラ（プロピレンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、プロポキシテトラ（プロピ
レンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、ｎ－ブチルテトラ（プロピレンオキサイド）
ビニルフェニルエーテル、ｎ－ペンタキシテトラ（プロピレンオキサイド）ビニルフェニ
ルエーテル、ポリ（エチレンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、メチルポリ（エチレ
ンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、エチルポリ（エチレンオキサイド）ビニルフェ
ニルエーテル、ポリ（プロピレンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、メチルポリ（プ
ロペンオキサイド）ビニルフェニルエーテル、エチルポリ（プロピレンオキサイド）エテ
ニルフェニルエーテル、ポリ（エチレンオキサイド）ビニルベンジルエーテル、メチルポ
リ（エチレンオキサイド）ビニルベンジルエーテル、エチルポリ（エチレンオキサイド）
エテニルベンジルエーテル、ポリ（プロピレンオキサイド）ビニルベンジルエーテル、メ
チルビニルポリ（プロピレンオキサイド）ビニルベンジルエーテル、エチルポリ（プロピ
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レンオキサイド）ビニルベンジルエーテル、ポリ（エチレンオキサイド）ビニルフェニル
エチルエーテル、メチルポリ（エチレンオキサイド）ビニルフェニルエチルエーテル、エ
チルポリ（エチレンオキサイド）ビニルフェニルエチルエーテル、ポリ（オキシプロピレ
ン） ビニルフェニルエチルエーテル、メチルポリ（プロピレンオキサイド）ビニルフェ
ニルエチルエーテル、エチルポリ（プロピレンオキサイド）ビニルフェニルエチルエーテ
ルなどの長鎖ポリアルキレンオキサイド部位を有するビニルフェニルエーテル系単量体類
；
【０１３１】
例えば、アセト酢酸（メタ）アリル、アセトプロピオン酸（メタ）アリル、アセトイソ酪
酸（メタ）アリル、アセト酪酸（メタ）アリル、アセトバレリン酸（メタ）アリル、アセ
トヘキサン酸（メタ）アリル、アセト２－エチルヘキサン酸（メタ）アリル、アセトｎ－
オクタン酸（メタ）アリル、アセトデカン酸（メタ）アリル、アセトドデカン酸（メタ）
アリル、アセトオクタデカン酸（メタ）アリル、アセトピバリン酸（メタ）アリル、アセ
トカプリン酸（メタ）アリル、アセトクロトン酸（メタ）アリル、アセトソルビン酸（メ
タ）アリル、プロパノイル酢酸（メタ）アリル、ブチリル酢酸（メタ）アリル、イソブチ
リル酢酸（メタ）アリル、パルミトイル酢酸（メタ）アリル、ステアロイル酢酸（メタ）
アリル、（メタ）アリルアルデヒド等のアシル基を有する脂肪族系の（メタ）アリル化合
物類；
【０１３２】
例えば、ベンゾイル蟻酸（メタ）アリル、ベンゾイル酢酸（メタ）アリル、ベンゾイルプ
ロピオン酸（メタ）アリル、ベンゾイル酪酸（メタ）アリル、ベンゾイルバレリン酸（メ
タ）アリル、ベンゾイルヘキサン酸（メタ）アリル、ベンゾイルドデカン酸（メタ）アリ
ル、１－ナフトイル酢酸（メタ）アリル、１－ナフトイルプロピオン酸（メタ）アリル、
１－ナフトイル酪酸（メタ）アリル、１－ナフトイルバレリン酸（メタ）アリル、１－ナ
フトイルヘキサン酸（メタ）アリル、２－ナフトイル酢酸（メタ）アリル、２－ナフトイ
ルプロピオン酸（メタ）アリル、２－ナフトイル酪酸（メタ）アリル、２－ナフトイルバ
レリン酸（メタ）アリル、２－ナフトイルヘキサン酸（メタ）アリル等のアシル基を有す
る芳香族系の（メタ）アリル化合物類等のカルボニル基含有のα，β－不飽和二重結合基
含有化合物類；
【０１３３】
例えば、ｏ－ジ（メタ）アリルビスフェノールＡ等芳香環構造が水素添加されたアリル基
含有化合物類；
【０１３４】
例えば、１－（メタ）アリル－１Ｈ－イミダゾール、１－（メタ）アリル－２－メチル－
１Ｈ－イミダゾール、１－（メタ）アリル－３－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウ
ム、１－（メタ）アリル－３－エチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム、５－ブロモ－
１－（メタ）アリル－１Ｈ－ピラゾール、１－（メタ）アリルピペラジン、１－（メタ）
アリル－５，５－ジエチルピリミジン、Ｎ－（メタ）アリル－ｓ－トリアジン－２，４，
６－トリアミン、Ｎ－（メタ）アリル－４，６－ジクロロ－１，３－５－トリアジン－２
－アミン、等の窒素原子含有の六員環を有するアリル基含有化合物類；
【０１３５】
例えば、１－（メタ）アリル－３，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール、１－（１－メチル
プロピル）－５－（メタ）アリルピリミジン、１－（メタ）アリル－５－イソプロピルピ
リミジン、１－（メタ）アリルピリジン、１－（メタ）アリルピリジン、３，６－ジヒド
ロ－１－（メタ）アリルピリジン等の窒素原子含有のヘテロ環状構造を有する（メタ）ア
リル基含有化合物類；
【０１３６】
例えば、２－（メタ）アリル－１Ｈ－インドール、３－（メタ）アリル－１Ｈ－インドー
ル、２－（メタ）アリルインダゾール、３－フェニル－４－（メタ）アリルイソキノリン
、９－（メタ）アリル－９Ｈ－カルバゾール等の窒素原子含有のヘテロ多環構造を有する
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（メタ）アリル基含有化合物類；
【０１３７】
例えば、（メタ）アリルクロロシラン、（メタ）アリルトリメトキシシラン、（メタ）ア
リルトリエトキシシラン、（メタ）アリルアミノトリメチルシラン、ジエトキシエチルビ
ニルシラン、トリクロロビニルシラン、トリメトキシビニルシラン、トリエトキシビニル
シラン、トリプロポキシビニルシラン、ビニルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン等
のアルコキシシリル基含有α，β－不飽和二重結合基含有化合物類；
【０１３８】
例えば、酢酸（メタ）アリル、プロピオン酸（メタ）アリル、酪酸（メタ）アリル、カプ
リン酸（メタ）アリル、ラウリン酸（メタ）アリル、オクチル酸アリル、ヤシ油脂肪酸、
ピバリン酸ビニル等の飽和カルボン酸の（メタ）アリルエステル類；
【０１３９】
例えば、ｃｉｓ－コハク酸ジアリル、２－メチリデンコハク酸ジアリル、（Ｅ）－ブタ－
２－エン酸ビニル、（Ｚ）－オクタデカ－９－エン酸ビニル、（９Ｚ，１２Ｚ，１５Ｚ）
－オクタデカ－９，１２，１５－トリエン酸ビニル等の多官能の不飽和結合を含有するα
，β－不飽和二重結合基含有化合物類；
【０１４０】
例えば、イソプロペニルフェニルメチルブチルエーテル、イソプロペニルフェニルメチル
ペンチルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルヘキシルエーテル、イソプロペニルフ
ェニルメチルヘプチルエーテル、イソプロペニルフェニルメチル オクチルエーテル、イ
ソプロペニルフェニルメチルノニルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルデシルエー
テル、イソプロペニルフェニルメチルウンデシルエーテル、イソプロペニルフェニルメチ
ルドデシルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルトリデシルエーテル、イソプロペニ
ルフェニルメチルテトラデシルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルペンタデシルエ
ーテル、イソプロペニルフェニルメチルヘキサデシルエーテル、イソプロペニルフェニル
メチルヘプタデシルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルオクタデシルエーテル、イ
ソプロペニルフェニルメチルノナデシルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルエイコ
シルエーテル、イソプロペニルフェニルメチルヘンエイコシルエーテル、イソプロペニル
フェニルメチルドコシルエーテルなどの長鎖アルキル基を有するイソプロペニルフェニル
系単量体類；
【０１４１】
例えば、ポリ（エチレンオキサイド）イソプロペニルフェニルエーテル、メチルポリ（エ
チレンオキサイド）イソプロペニルフェニルエーテル、エチルポリ（エチレンオキサイド
）イソプロペニルフェニルエーテル、ポリ（プロピレンオキサイド）イソプロペニルフェ
ニルエーテル、メチルポリ（プロピレンオキサイド）イソプロペニルフェニルエーテル、
エチルポリ（プロペンオキサイド）イソプロペニルフェニルエーテル、ポリ（エチレンオ
キサイド）イソプロペニルベンジルエーテル、メチルポリ（エチレンオキサイド）イソプ
ロペニルベンジルエーテル、エチルポリ（エチレンオキサイド）イソプロペニルベンジル
エーテル、ポリ（プロピレンオキサイド）イソプロペニルベンジルエーテル、メチルポリ
（プロピレンオキサイド）イソプロペニルベンジルエーテルなどのポリアルキレンオキサ
イド部位を有するイソプロペニル系単量体類；
【０１４２】
例えば、マレイミド、メチルマレイミド、エチルマレイミド、プロピルマレイミド、ブチ
ルマレイミド、オクチルマレイミド、ドデシルマレイミド、ステアリルマレイミド、フェ
ニルマレイミド、シクロヘキシルマレイミドなどの窒素原子と酸素原子の双方を有するマ
レイミド誘導体類のヘテロ環状のα，β－不飽和二重結合基含有化合物類；
【０１４３】
例えば、アレン、１，２－ブタジエン、１，３－ブタジエン、２－メチル－１，３－ブタ
ジエン、２－クロロ－１，３－ブタジエンなどのジエン類；
【０１４４】
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例えば、エチレン、プロピレン、１－ブテン、２－ブテン、２－メチルプロペン、１－ヘ
キセン、１－オクテン、１－デセン、１－ドデセン、１－テトラデセン、１－ヘキサデセ
ン、１－オクタデセン、１－エイコセン、１－ドコセン、１－テトラコセン、１－ヘキサ
コセン、１－オクタコセン、１－トリアコンテン、１－ドトリアコンテン、１－テトラト
アコンテン、１－ヘキサトリアコンテン、１－オクタトリアコンテン、１－テトラコンテ
ン等ならびにその混合物やポリブテン－１，ポリペンテン－１，ポリ４－メチルペンテン
－１等などのアルケン類などが挙げられる。
【０１４５】
　上記、α，β－不飽和二重結合基含有化合物（Ｂ）としては、反応性の観点から（メタ
）アクリロイル基を有する化合物が好ましく使用される。また、凝集力と濡れのバランス
の観点からα，β－不飽和二重結合基を１～３個有する（メタ）アクリル酸エステル類を
使用することが好ましい。上記の化合物は１種だけを使用してもよいし、又は複数種を組
み合わせて使用してもよい。
【０１４６】
　活性エネルギー線重合性接着剤組成物１００重量％中のα，β－不飽和二重結合基含有
化合物（Ｂ）の含有量は化合物の二重結合の数や分子量、骨格などによって最適値は異な
り、特に制限されないが０．５～９５重量％の範囲が好ましい。より好ましくは３～９０
重量％である。含有量が０．５％未満だと凝集力が不足する場合があり、９５％を超える
とウレタンポリマー（Ａ）の性能が発揮しづらい。
【０１４７】
　本発明のウレタンプレポリマー（Ｃ）、ウレタンウレアプレポリマー（Ｃ－１）の作成
においては無溶剤で反応することが好ましいが、適度な反応速度の制御のため、上記した
α，β－不飽和二重結合基含有化合物（Ｂ）やトルエン、ＭＥＫ、酢酸エチルなどの有機
溶剤を溶媒として使用することも可能である。有機溶剤を使用した場合には、溶剤は反応
制御を容易にする役割を果たす。
【０１４８】
＜＜活性エネルギー線重合開始剤（Ｇ）の説明＞＞
【０１４９】
　次に活性エネルギー線重合開始剤（Ｇ）について説明する。
　本発明の接着剤組成物は、各種活性化エネルギー線の照射によって重合反応が進行し、
硬化可能である。しかし、上記接着剤組成物は化合物（Ａ）、化合物（Ｂ）の必須成分に
加えて、必要に応じて活性エネルギー線重合開始剤（Ｇ）を含んでもよい。活性エネルギ
ー線重合開始剤（Ｇ）を使用することによって、重合反応を促進することができる。本発
明の一実施形態において、上記活性化エネルギーは紫外線であることが好ましく、紫外線
の照射によって重合反応を進行させる場合、接着剤組成物は、活性エネルギー線重合開始
剤（Ｇ）を含むことが好ましい。
【０１５０】
　本発明では、上記成分（Ｇ）として、活性エネルギー線重合開始剤として公知の化合物
から任意に選択した化合物を使用できる。
　具体例として、例えば、以下が挙げられる。４－フェノキシジクロロアセトフェノン、
４－ｔ－ブチル－ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソ
プロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシ
シクロヘキシルフェニルケトン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフ
ォリノフェニル）－ブタン－１－オン、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル
］－２－モルフォリノプロパン－１－オン等のアセトフェノン系開始剤、ベンゾイン、ベ
ンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル
、ベンジルジメチルケタール等のベンゾイン系開始剤、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息
香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェ
ノン、アクリル化ベンゾフェノン、４－ベンゾイル－４’－メチルジフェニルサルファイ
ド等のベンゾフェノン系開始剤、チオキサンソン、２－クロルチオキサンソン、２－メチ
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ルチオキサンソン、イソプロピルチオキサンソン、２，４－ジイソプロピルオキサンソン
等のチオキサンソン系開始剤、２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリアジン、２－フェニル
－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メトキシフェニル）
－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－トリル）－４，６－
ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペロニル－４，６－ビス（トリクロ
ロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－スチリル－ｓ－
トリアジン、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリ
アジン、２－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６－トリアジン、２，
４－トリクロロメチル（４’－メトキシスチリル）－６－トリアジン等のトリアジン系開
始剤、ボレート系開始剤、カルバゾール系開始剤、イミダゾール系開始剤等のラジカル発
生剤が用いられる。
　具体的な製品名としては例えば、イルガキュアー１８４，９０７，６５１，１７００，
１８００，８１９，３６９，２６１、ＤＡＲＯＣＵＲ-ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製）　２，４
，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキサイド、ダロキュア-１１
７３（メルク社製）、エザキュアーＫＩＰ１５０、ＴＺＴ（日本シイベルヘグナー社製）
、カヤキュアＢＭＳ、カヤキュアＤＭＢＩ、（日本化薬社製）等が挙げられる。また、分
子内に少なくとも１個の（メタ）アクリロイル基を有する光重合開始剤を使用することも
できる。
【０１５１】
　例えば、ＵＶＡＣＵＲＥ１５９０（ダイセル・サイテック社製）、ＣＰＩ－１１０Ｐ（
サンアプロ社製）、などのスルホニウム塩やＩＲＧＡＣＵＲＥ２５０（チバ・スペシャル
ティ・ケミカルズ社製）、ＷＰＩ－１１３（和光純薬社製）、Ｒｐ－２０７４（ローディ
ア・ジャパン社製）等のヨードニウム塩等の酸発生剤（ｃ２）が挙げられるが、これらに
限定されるものではない。
【０１５２】
　活性エネルギー線重合開始剤（Ｇ）は、単独で、または２種類以上組合せて使用するこ
とができ、活性エネルギー線重合性接着剤組成物１００重量部に対して、好ましくは０．
１～２０重量部、より好ましくは０．５～１０重量部の量で用いることができる。開始剤
（Ｇ）を２０重量部以上添加すると、残存した開始剤によりマイグレーションが起きる場
合があり、０．１重量部未満であると重合の進行が悪く硬化不良となる場合がある。
【０１５３】
　さらに、上記活性エネルギー線重合開始剤（Ｇ）の性能を向上させるために、活性エネ
ルギー線増感剤を併用しても良い。活性エネルギー線増感剤の代表例として、アミン類、
尿素類、含硫黄化合物、含燐化合物、含塩素化合物、及び、ニトリル類又はその他の含窒
素化合物などが挙げられる。なかでも、アントラセン系又はベンゾフェノン系、チオキサ
ントン系又はペリレン、フェノチアジン、及びローズベンガル等の化合物が好ましく使用
され、例えば、α－アシロキシエステル、アシルフォスフィンオキサイド、メチルフェニ
ルグリオキシレート、ベンジル－９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、
エチルアンスラキノン、４，４’－ジエチルイソフタロフェノン、３，３’，４，４’－
テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン、４，４’－ジエチルアミノ
ベンゾフェノン等の化合物を使用することができる。増感剤は、活性エネルギー線重合開
始剤（Ｇ）１００重量部に対して、好ましくは０．１～６０重量部の量で用いることが可
能であるが、黄変性の観点から全く使用しないのがより好ましい。
【０１５４】
＜＜その他添加剤（Ｈ）の説明＞＞
その他の成分（Ｈ）：
　本発明の感圧式接着剤組成物には、本発明による効果を損なわない範囲であれば、各種
添加剤（Ｈ）を適宜配合することも可能である。例えば、基材や、ガラス、金属箔、金属
板（または鋼板）、又は金属蒸着フィルム等の無機材料表面への密着を向上させる場合は
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シランカップリング剤を使用することが効果的である。また、重合硬化収縮率低減、熱膨
張率低減、寸法安定性向上、弾性率向上、粘度調整、熱伝導率向上、強度向上、靭性向上
、及び着色向上等の観点から、有機又は無機の充填剤を配合することができる。このよう
な充填剤は、ポリマー、セラミックス、金属、金属酸化物、金属塩、及び染顔料等の材料
から構成されるものであってよい。また、その形状については、特に限定されず、例えば
、粒子状及び繊維状等であってよい。なお、上記ポリマー系の材料を配合する場合には、
チタネートカップリング剤、柔軟性付与剤、可塑剤、難燃化剤、保存安定剤、酸化防止剤
、紫外線吸収剤、チクソトロピー付与剤、分散安定剤、流動性付与剤、色材及び消泡剤等
の、独立した充填剤としてではなく、ポリマーブレンド又はポリマーアロイとして、樹脂
組成物中に、溶解、半溶解又はミクロ分散させることも可能である。
【０１５５】
＜＜活性エネルギー線重合性接着剤組成物の性状について説明＞＞
　次に、活性エネルギー線重合性接着剤組成物の性状について説明する。
　本発明の活性エネルギー線重合性樹脂組成物は、上記、ウレタンポリマー（Ａ）、α，
β－不飽和二重結合基含有化合物（Ｂ）を必須成分とし、更に、必要に応じて、活性エネ
ルギー線重合開始剤（Ｇ）やその他の成分（Ｈ）を配合後、均一に混合することによって
製造することができる。攪拌・混合する際には、減圧装置を備えた１軸または多軸エクス
トルーダー、ニーダー、ディソルバーのような汎用の機器を使用し攪拌・混合することに
より調製してもよい。攪拌・混合する際の温度は、通常、１０～６０℃に設定されるのが
好ましい。調製時の設定温度が１０℃未満では、粘度が高すぎて均一な撹拌・混合作業が
困難になる場合があり、逆に、調製時の温度が６０℃を超えると、熱による硬化反応が起
きる場合があり、正常な接着剤組成物が得られない場合があるので、好ましくない。
【０１５６】
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤組成物は、液状、ペースト状及びフィルム状の
いずれの形態でも使用することができる。
　なお、本発明における活性エネルギー線重合性接着剤組成物は、有機溶剤を含まないこ
とが好ましいが、有機溶剤を含有することも可能である。例えば、メタノール、エタノー
ル、イソプロピルアルコール、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン
、酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸ブチル、シクロヘキサン、トルエン、キシレンその他の
炭化水素系溶媒等の有機溶媒や、水をさらに添加して、接着剤組成物の粘度を調整するこ
ともできるし、接着剤組成物を加熱して粘度を低下させることもできる。
【０１５７】
＜＜エネルギー線の説明＞＞
　本発明の感接着剤組成物は、公知慣用の方法によって基材上に塗布することができ、次
いで、形成された塗布層に活性エネルギー線を照射することによって、接着剤組成物の重
合反応が進行し、硬化物を形成する。本発明の一実施形態において、活性エネルギー線は
、紫外線を含む、１５０～５５０ｎｍ波長域の光エネルギーを主体とすることが好ましい
。このよう光エネルギーを提供する適切な光源として、例えば、低圧水銀灯、中圧水銀灯
、高圧水銀灯、超高圧水銀灯、ケミカルランプ、ブラックライトランプ、マイクロウェー
ブ励起水銀灯、ＬＥＤランプ、キセノンランプ、及びメタルハライドランプなどが挙げら
れる。その他、本発明の別の実施形態では、レーザー光線、Ｘ線及び電子線などを露光用
の活性エネルギー線として利用することもできる。
【０１５８】
　活性エネルギー線の照射強度は、０．１～５００ｍＷ／ｃｍ2であることが好ましい。
光照射強度が０．１ｍＷ／ｃｍ2未満であると、硬化に長時間を必要とし、５００ｍＷ／
ｃｍ2を超えると、ランプから輻射される熱によって、各種基材における基材劣化が生じ
る可能性があるため、好ましくない。照射強度と照射時間の積として表される積算照射量
は、０．１～５，０００ｍＪ／ｃｍ2であることが好ましい。積算照射量が０．１ｍＪ／
ｃｍ2より少ないと、重合硬化に長時間を必要とし、５，０００ｍＪ／ｃｍ2より大きいと
、照射時間が非常に長くなり、生産性が劣るため、好ましくない。代表的な活性エネルギ
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ー線重合性樹脂組成物は、一般的に、１，０００ｍJ／ｃｍ2以上の積算照射量を必要とす
る。しかし、本発明による上記接着剤組成物は、１，０００ｍJ／ｃｍ2未満の低い積算照
射量であっても良好に重合化が進行する。
【０１５９】
＜＜基材（Ｅ）の説明＞＞
　本発明の接着剤組成物は、好ましくは感圧式接着剤の用途で使用される。代表的に、感
圧式接着剤組成物は、常法にしたがい適当な方法で基材の片面に塗工され、次いで重合硬
化されることによって、接着層を形成する。この接着層をフィルム等の他の基材（Ｅ）に
積層することにより様々な積層体を作成する。
【０１６０】
　本発明の接着剤組成物はプラスチックフィルム、金属箔、紙、発泡体、剥離紙などの剥
離シートを基材としたテープ、ラベル、シール、化粧用シート、滑り止めシート、両面粘
着テープ等の積層体に好適に使用される。また、同種または異種の基材同士を張り合わせ
てなる積層体の接着剤層にも使用できる。積層体は、さらに基材を貼り合わせたり、さら
に仕上げ層などが積層されていてもよい。
【０１６１】
　剥離シートを基材として用いた場合は、塗布後に、プラスチックフィルムなどのシート
に転写する、あるいはプラスチックシートなどと貼り合わせることもできる。
【０１６２】
　本発明におけるプラスチックフィルムとしては、ポリ塩化ビニルフィルム、ポリエチレ
ンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム、ポリウレタンフィルム、ナイロンフィルム、処理
ポリオレフィンフィルム、未処理ポリオレフィンフィルム等が挙げられる。特に基材への
密着性、塗工の容易性からＰＥＴフィルムが好ましい。
【０１６３】
　そのほかの基材として、鉄、アルミニウム、ブリキ、トタンなどの金属板、布、木材、
ポリメタアクリルアクリレート、ポリカーボネイト、テフロン（登録商標）などのプラス
チック板、ガラス板などが使用できる。
【０１６４】
　それらの基材の厚みは１５～１００μｍであるものが好ましい。また基材への接着剤組
成物の塗工量は５～３００μｍが好ましい。なお、本発明の接着剤組成物を基材上に塗布
するには、公知の塗工法で適宜塗工できる。
【０１６５】
　本発明における紙基材としては、普通紙、コート紙、アート紙等が挙げられる。これら
の基材の厚みは１５～５，０００μｍであるものが好ましい。また基材への接着剤の塗工
量は５～３００μｍが好ましい。
【実施例】
【０１６６】
　以下、実施例により、本発明を更に具体的に説明するが、以下の実施例は本発明の権利
範囲を何ら制限するものではない。尚、実施例における「部」及び「％」は、特にことわ
らない限り「重量部」及び「重量％」を表す。
【０１６７】
《外観》
　各合成例で得られた樹脂組成物の液体外観を目視にて評価した。
【０１６８】
《分子量》
　数平均分子量（Ｍｎ）と重量平均分子量（Ｍｗ）の測定は、昭和電工社製ＧＰＣ（ゲル
パーミエーションクロマトグラフィー）「ＳｈｏｄｅｘＧＰＣ Ｓｙｓｔｅｍ－２１」を
用いた。ＧＰＣは溶媒に溶解した物質をその分子サイズの差によって分離定量する液体ク
ロマトグラフィーである。試料をテトラヒドロフランに溶解して、テトラヒドロフランを
展開溶剤として流速を０．６ｍｌ／ｍｉｎ、カラム温度を４０℃の条件にて、測定した。
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標準物質としての単分散分子量のポリスチレンを使用した検量線を作成し、後述する合成
例４～１８の分子量を、オリゴマー成分であるα，β－不飽和二重結合基含有化合物（Ｄ
）を除いたポリスチレン換算の数平均分子量（Ｍｎ）、重量平均分子量（Ｍｗ）を測定し
た。
【０１６９】
［合成例１］
　反応槽、滴下装置、攪拌機、温度計、還流冷却器、空気導入管を備えた重合反応装置の
反応槽に、イソホロンジアミン（ＩＰＤＡ）４０ｇを仕込み、そこにブチルアクリレート
（ＢＡ）３０．１ｇと４－ヒドロキシブチルアクリレート３０．５ｇを混合した溶液を室
温で滴下した。滴下終了後、８０℃で４時間反応させた後、室温まで冷却させ反応を終了
し、マイケル付加アミンを得た。
【０１７０】
［合成例２］
　撹拌機、還流冷却管、窒素導入管、温度計、滴下ロートを備えた４口フラスコにＰＰ２
０００（２官能ポリプロピレンポリオール、三洋化成工業株式会社製、数平均分子量：１
０００）５２６．８部、イソホロンジイソシアネート７３．２部、触媒としてジオクチル
錫ジラウレート０．０５部を仕込み、１００℃まで徐々に昇温して、２時間反応を行った
。４０℃まで冷却し、アセチルアセトン１．５部を加えた後、イソシアネート基残量を確
認し、イソシアネート基残量と当モルのジブチルアミン８．５ｇを添加し、ＩＲチャート
のＮＣＯ特性吸収（２，２７０ｃｍ-1）が消失していることを確認し反応を終了した。こ
のウレタン樹脂の重量平均分子量Ｍｗは９,０００であった。
【０１７１】
［合成例３］
　撹拌機、還流冷却管、窒素導入管、温度計、滴下ロートを備えた４口フラスコにＰＰ１
０００（２官能ポリプロピレンポリオール、三洋化成工業株式会社製、数平均分子量：１
０００）４５０部、イソホロンジイソシアネート１５０部、触媒としてジオクチル錫ジラ
ウレート０．０５部を仕込み、１００℃まで徐々に昇温して、２時間反応を行った。４０
℃まで冷却し、アセチルアセトン１．５部を加えた後、イソシアネート基残量を確認し、
イソシアネート基残量と当モルのアミノエタンチオール１７．４ｇを添加し、再び昇温し
て１００℃で３０分反応させて、ＩＲチャートのＮＣＯ特性吸収（２，２７０ｃｍ-1）が
消失していることを確認し反応を終了した。このウレタン樹脂の重量平均分子量Ｍｗは３
,０００であった。
【０１７２】
［合成例４］
　撹拌機、還流冷却管、窒素導入管、温度計、滴下ロートを備えた４口フラスコにＰＰ４
０００（２官能ポリプロピレンポリオール、三洋化成工業株式会社製、数平均分子量：４
０００）５６２．５部、イソホロンジイソシアネート３７．５部、触媒としてジオクチル
錫ジラウレート０．０５部を仕込み、１００℃まで徐々に昇温して、４時間反応を行った
。４０℃まで冷却し、イソシアネート基残量を確認し、イソシアネート基に対して０．５
モルのアミノプロパンチオール１．２８部を添加し、４０℃で３０分反応させた。その後
さらにジブチルアミン（ＤＢＡ）を１．８２部添加し、ＩＲチャートのＮＣＯ特性吸収（
２，２７０ｃｍ-1）が消失していることを確認し反応を終了した。このウレタン樹脂の重
量平均分子量Ｍｗは２２,０００であった。
【０１７３】
［合成例５］
　撹拌機、還流冷却管、窒素導入管、温度計、滴下ロートを備えた４口フラスコにポリエ
ーテルポリオールＰＰ－２０００（２官能ポリプロピレンポリオール、三洋化成工業株式
会社製、数平均分子量：２０００）５２６．８部、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤ
Ｉ）７３．２部、トルエン１５０部、触媒としてジブチル錫ジラウレート０．０５部を仕
込み、１００℃まで徐々に昇温し２時間反応を行った。滴定でイソシアナト基残量を確認
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した後、４０℃まで冷却、アセチルアセトン１．５部と酢酸エチル２２７部を加えた後、
合成例１の化合物を１１部を１時間で滴下し、さらに１時間熟成した後、イソシアネート
基残量を確認し、イソシアネート基に対して１．０モルのアミノプロパンチオール０．９
ｇを加えて、ＩＲチャートのＮＣＯ特性吸収収（２，２７０ｃｍ-1）が消失していること
を確認し反応を終了した。この反応溶液は無色透明で固形分５０％、粘度３８００ｃｐｓ
、数平均分子量ＭＮ２７，０００、重量平均分子量ＭＷ１１０，０００であった。
【０１７４】
［合成例６］
　撹拌機、還流冷却管、窒素導入管、温度計、滴下ロートを備えた４口フラスコにポリエ
ーテルポリオールＰＰ－４０００（２官能ポリプロピレンポリオール、三洋化成工業株式
会社製、数平均分子量：４０００）５６１部、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）
３９部、触媒としてジブチル錫ジラウレート０．０５部を仕込み、１００℃まで徐々に昇
温し４時間反応を行った。滴定でイソシアナト基残量を確認した後、４０℃まで冷却、イ
ソホロンジアミン（ＩＰＤＡ）を１．５部を１時間で滴下し、さらに１時間熟成した後、
イソシアネート基残量を確認し、イソシアネート基に対して０．５モルの２－アミノベン
ゼンチオール０．９部を加えて３０分間反応させた。さらにジブチルアミン０．９３ｇを
加え、ＩＲチャートのＮＣＯ特性吸収収（２，２７０ｃｍ-1）が消失していることを確認
し反応を終了した。このウレタン樹脂 の重量平均分子量Ｍｗは６１,０００であった。
【０１７５】
　合成例２～６の結果を表１に示す。
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【表１】

　ＰＰ４０００：サンニックスＰＰ－４０００（２官能ポリプロピレングリコール、三洋
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化成工業社製、数平均分子量：４０００）
　ＰＰ２０００：サンニックスＰＰ－２０００（２官能ポリプロピレングリコール、三洋
化成工業社製、数平均分子量：２０００）
　ＰＰ１０００：サンニックスＰＰ－１０００（２官能ポリプロピレングリコール、三洋
化成工業社製、数平均分子量：１０００）
　ＩＰＤＩ：イソホロンジイソシアネート
・触媒
　ＤＯＴＤＬ：ジオクチル錫ジラウレート
　ＩＰＤＡ：イソホロンジアミン
　ＤＢＡ：ジｎ－ブチルアミン

＜接着剤組成物および積層体＞
［実施例１～６］［比較例１～２］
　合成例２～６で得られた樹脂組成物の溶液に、α，β－不飽和二重結合基含有化合物（
Ｂ）及び各活性エネルギー線重合開始剤（Ｇ）を添加、混合し、均一な接着剤組成物の溶
液とした。その後、得られた溶液を剥離処理されたポリエステルフィルム（厚さ３８μｍ
）（以下、「剥離性フィルム」という。）上に厚みが２５μｍになるようにコンマコータ
ーにて速度２ｍ／ｍｉｎで塗工し（溶剤を含むものについては１００℃、２分の乾燥後の
厚みが２５μｍとなるように塗工した）、次に得られた接着剤層に、活性エネルギー線照
射装置（東芝社製　メタルハライドランプ）で最大照度５００ｍＷ／ｃｍ2、積算光量８
００ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を照射し、重合硬化させて、５０μｍ厚のポリエチレンテレフ
タレートフィルム（ＰＥＴフィルム）を貼り合せて、感圧式接着剤フィルムを作製した。
【０１７６】
　上述の感圧式接着剤フィルムを用いて各種性能を以下の方法で評価した。それぞれの結
果を表２に示す。
【０１７７】
　試験方法は次の通りである。
【０１７８】
＜粘着力・剥離強度＞
　上記感圧式接着剤フィルムを幅２５ｍｍに裁断し、剥離フィルムを剥がし、露出した感
圧式接着剤層を厚さ１ｍｍのガラス板に、２３℃－５０％ＲＨの条件下で貼着し、ＪＩＳ
　Ｚ　０２３７に準じてロール圧着し、「ポリエステルフィルム／感圧式接着剤層／ガラ
ス板」なる構成の積層体を作成した。圧着２４時間後、剥離試験機にて剥離強度（１８０
度ピール、引っ張り速度３００ｍｍ／分；単位ｍＮ／２５ｍｍ幅）を測定した。この剥離
強度を粘着力として４段階で評価した。「△」評価以上の場合、実際の使用時に特に問題
ない。
　◎：粘着力が１０．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上。
　○：粘着力が５．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上～１０．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満。
　△：粘着力が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上～５．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満。
　×：粘着力が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満。
【０１７９】
＜保持力＞
　上記感圧式接着剤フィルムを幅２５ｍｍに裁断し、剥離フィルムを剥がし、露出した感
圧式接着剤層をステンレス板（ＳＵＳ３０４）に、貼合わせ面積２５ｍｍ×２５ｍｍとし
て貼合わせ、ＪＩＳに準じてロール圧着し、８０℃の環境下で２０分放置後、その環境下
にて１ｋｇの重りをぶら下げ７万秒後の接着剤層の元の位置からのズレを次の３段階で評
価した。
　　○：ズレが０～１ｍｍ未満。
　　△：ズレが１ｍｍ～２５ｍｍ。
　　×：７万秒以内に被着体から落下
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【０１８０】
＜ボールタック＞
　上記感圧式接着剤フィルムを幅２５ｍｍに裁断し、剥離フィルムを剥がし、Ｊ．Ｄｏｗ
式ローリングボール法にて２３℃、５０％ＲＨの条件下で測定し、次の３段階で評価した
。
　　○：ボールタックが５～１２
　　△：ボールタックが３～５
　　×：ボールタックが３未満
【０１８１】
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【表２】

　ＳＲ２５９：ジアクリル酸ポリエチレングリコール（エチレンオキサイド約４モル）
　ＳＲ３５１：トリアクリル酸トリメチロールプロパン
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　ＳＲ４５４：エトキシ化トリアクリル酸トリメチロールプロパン（約３モル付加体）
　ＬＡ：アクリル酸ラウリル
【０１８２】
　本発明の感圧式接着剤は、表２の実施例１～６に示すように、高い強度と柔軟性を有す
るため高い粘着力と保持力を示している。これに対して比較例１、２は物性が劣ることが
分かった。
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